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都道府県・指定都市の認知症疾患医療センター事業評価に向けて 

 
  



地方独立行政法人

東京都健康長寿医療センター

都道府県・指定都市の

認知症疾患医療センター
事業評価に向けて

平成 28年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」編
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認知症疾患医療センター運営事業　協議書（兼）実績報告書　（医療機関別）

No

　※行・列の挿入は絶対に行わないでください。

【医療機関基本情報】

Ｈ 年 月 日 Ｈ 年 月 日

Ｈ 年 月 日 Ｈ 年 月 日

計

【専門的医療機関としての要件と機能】

週 日 日

名

上記以外で、認知症疾患の鑑別診断等の専門医療を主たる業務とした５年以上の

名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 兼務 名

名 兼務 名

設置法人名

指定年月日 次回更新予定日

更新年月日① 更新年月日②

医師配置状況

日本老年精神医学会若しくは認知症学会の定める専門医

年間

住所

医療機関種別（注2）

都道府県・指定都市名 番号

担当部署名

電話番号 担当者

29年度新規 29年度更新

20．脳神経外科 22．胸部外科

14．呼吸器外科

郵便番号

二次医療圏域名

医療機関名 類型

病床数 一般病床 精神病床 その他病床

２．呼吸器内科 ４．消化器内科

５．血液内科

８．腎臓内科 ９．神経内科 11．感染症内科

13．外科

16．消化器外科 19．整形外科

連携病院名①

連携内容

23．腹部外科

27．小児科

28．皮膚科 30．産婦人科

32．耳鼻咽喉科 34．放射線科

35．救急科 36．その他

24．精神科 25．アレルギー科 26．リウマチ科

29．泌尿器科 31．眼科

33.．リハビリテーション科

診療科
（複数回答可）

１．内科

兼務

連携病院名②

連携内容

連携病院名③

連携内容

連携病院名④

連携内容

精神保健福祉士 専従 兼務

連携病院名⑤

連携内容

臨床経験を有する医師

兼務専従

稼働日数

保健師

臨床心理技術者 専従 兼務医師以外の
人員配置

その他
専従

（職種） 専従

（職種）

連携推進補助員 専従

設置主体（注1）

同圏域内配置センター名

（うち療養病床） 0

３．循環器内科

６．糖尿病内科 ７．代謝または内分泌内科

12．老年内科 15．心臓血管外科

17．小児外科 18．肛門外科

21．形成外科

10．心療内科

様式３
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【地域連携推進機関としての要件と機能】

回

回

回

回

回

回

【医療サービス等提供状況】

【記入上の留意事項】

○　記載にあたっては、別紙「協議書（兼）報告書記入上の留意事項」を参照してください。

○　黄色セルへの入力は、プルダウンより選択して行ってください。

○　継続・更新予定センターは28年度実績を、新規指定予定センターは29年度実施見込みを記入してください。

○　連携病院記入欄が足りない場合、別途一覧（任意様式）を添付してください。

【新規・更新協議の場合に必要な添付資料】

○協議医療機関パンフレット

○専門医療相談を行う組織の体制図

○（基幹型のみ）二次救急・三次救急医療の体制図及び院内連携体制図

○（連携する医療機関がある場合）連携する医療機関等の概要、位置関係及び連携に関する承諾書

○（認知症に係る経験が５年以上の医師を配置する場合）医師の業務履歴

○（医療相談室に精神保健福祉士、保健師以外の者を配置する場合）該当する者の業務履歴

実施回数 年間

医療従事者対象

（うちかかりつけ医対象）

地域包括支援センター職員等対象

家族・地域住民等対象

地域への認知症に関する理解を促す普及啓発の取組の有無（注15）

他の主体の実施する研修会への協力・講師派遣の有無（注16）

開催の形態認知症疾患医療連携協議会の開催
（注12）

１０．せん妄に対する医療の提供

１１．介護保険施設・事業所への往診または訪問診療

１２．行政機関への助言・連携

１３．地域包括支援センター職員への助言・連携

１４．介護支援専門員への助言・連携

初期集中支援チームへの関与
（注17）

８．随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入院を含む）

９．随伴する精神症状・行動障害に対する往診または訪問診療

開催の有無

開催の有無

開催の有無

４．合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む）

５．合併する身体疾患に対する往診または訪問診療

６．随伴する精神症状・行動障害に対する通院医療

地域への認知症医療に関する情報発信の取組の有無（注14）

後方支援チーム員として参加センター内にチームを設置（受託）

未実施
状況に応じて

実施
通常業務として

実施

年間

開催回数 年間

研修会の開催
（注13）

開催回数

開催回数

開催回数

開催回数

開催の有無 年間

年間

年間

１５．介護保険施設・事業所職員への助言・連携

３．合併する身体疾患に対する入院医療

１．介護保険主治医意見書への記載

２．合併する身体疾患に対する通院医療

７．随伴する精神症状・行動障害に対する入院医療

台 台 台

件 件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件

件

件

件

【身体合併症に対する救急医療機関としての要件と機能】

＊以下は救急医療機関の指定を受けていない医療機関についても記入

床 床 床

全数 内、65歳未満

  ２．軽度認知障害（MCI）

算定の有無 算定件数（年間）

  ４．血管性認知症（F01）

  ５．レビー小体型認知症（G31,F02）

  ３．アルツハイマー型認知症（G30,F00）

  ６．前頭側頭型認知症（行動障害型・言語障害型を含む　G31,F02）

  ７．外傷性脳損傷による認知症（S06.2,F02）

　９．HIV感染による認知症（B20,F02）

　10．プリオン病による認知症（A81,F02）

　11．パーキンソン病による認知症（G20,F02）

　12．ハンチントン病による認知症（G10,F02）

鑑別診断件数（実数）　　＊過去1年間の新規　　　（注4、5）

  １．正常または健常

自施設

自施設

連携先

自施設

自施設

自施設

連携先

連携先

CT

自施設 連携先

自施設 連携先

連携先

訪問

その他

連携先

神経心理検査

尿一般検査

MRI検査

（方法）

相談件数
（注3） （方法）

血液検査

心電図検査

CT検査

SPECT検査

検査体制

MRI保有機器 SPECT

電話 面接

休日，夜間における身体合併症や重篤な行動・心理症状を有する救急・急性期患者に対応するための，空床の確保

（一般病床）

紹介・逆紹介（注6） 　紹介 　逆紹介

00

算定件数（年間）

診療報酬

認知症専門診断管理料１ 算定の有無 算定件数（年間）

認知症疾患医療センターとして，院内における全診療科を対象とした認知症に関する研修会の実施（注10）

認知症ケア加算２ 算定の有無

認知症ケア加算１

合計

（その他）（精神病床）確保している空床数（注11）

  19．気分（感情）障害（F3)

  20．てんかん（G47)

　21．神経発達障害（知的発達障害を含む）（F7-F9)

リエゾンチーム等による一般病床に入院する認知症患者への精神科的ケースワークの実施（注9）

１救急医療機関の指定（注8）

　13．正常圧水頭症（G91)

　14．他の医学的疾患による認知症（F02）

　15．複数の病因による認知症（F02）

　16．詳細不明の認知症（F03)　（上記３～15に該当しないもの）

　17．上記２～16以外の症状性を含む器質性精神障害

　18．統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害（F2)

指定状況 2 高度救命救急センターまたは救命救急センターの指定

認知症専門診断管理料２ 算定の有無 算定件数（年間）

初診までの待機日数（注7）

  ８．物質・医薬品誘発性による認知症　（アルコール関連障害による認知症を含む）

  22．上記のいずれにも含まれない精神疾患

  24．上記のいずれにも含まれない疾患

  23．上記のいずれにも含まれない神経疾患

　25．診断保留

身体合併症のある認知症患者に対する救急医療の支援（相談，入院受け入れの調整，他院の紹介など）の実施
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【地域連携推進機関としての要件と機能】

回

回

回

回

回

回

【医療サービス等提供状況】

【記入上の留意事項】

○　記載にあたっては、別紙「協議書（兼）報告書記入上の留意事項」を参照してください。

○　黄色セルへの入力は、プルダウンより選択して行ってください。

○　継続・更新予定センターは28年度実績を、新規指定予定センターは29年度実施見込みを記入してください。

○　連携病院記入欄が足りない場合、別途一覧（任意様式）を添付してください。

【新規・更新協議の場合に必要な添付資料】

○協議医療機関パンフレット

○専門医療相談を行う組織の体制図

○（基幹型のみ）二次救急・三次救急医療の体制図及び院内連携体制図

○（連携する医療機関がある場合）連携する医療機関等の概要、位置関係及び連携に関する承諾書

○（認知症に係る経験が５年以上の医師を配置する場合）医師の業務履歴

○（医療相談室に精神保健福祉士、保健師以外の者を配置する場合）該当する者の業務履歴

実施回数 年間

医療従事者対象

（うちかかりつけ医対象）

地域包括支援センター職員等対象

家族・地域住民等対象

地域への認知症に関する理解を促す普及啓発の取組の有無（注15）

他の主体の実施する研修会への協力・講師派遣の有無（注16）

開催の形態認知症疾患医療連携協議会の開催
（注12）

１０．せん妄に対する医療の提供

１１．介護保険施設・事業所への往診または訪問診療

１２．行政機関への助言・連携

１３．地域包括支援センター職員への助言・連携

１４．介護支援専門員への助言・連携

初期集中支援チームへの関与
（注17）

８．随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入院を含む）

９．随伴する精神症状・行動障害に対する往診または訪問診療

開催の有無

開催の有無

開催の有無

４．合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む）

５．合併する身体疾患に対する往診または訪問診療

６．随伴する精神症状・行動障害に対する通院医療

地域への認知症医療に関する情報発信の取組の有無（注14）

後方支援チーム員として参加センター内にチームを設置（受託）

未実施
状況に応じて

実施
通常業務として

実施

年間

開催回数 年間

研修会の開催
（注13）

開催回数

開催回数

開催回数

開催回数

開催の有無 年間

年間

年間

１５．介護保険施設・事業所職員への助言・連携

３．合併する身体疾患に対する入院医療

１．介護保険主治医意見書への記載

２．合併する身体疾患に対する通院医療

７．随伴する精神症状・行動障害に対する入院医療

台 台 台

件 件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件

件

件

件

【身体合併症に対する救急医療機関としての要件と機能】

＊以下は救急医療機関の指定を受けていない医療機関についても記入

床 床 床

全数 内、65歳未満

  ２．軽度認知障害（MCI）

算定の有無 算定件数（年間）

  ４．血管性認知症（F01）

  ５．レビー小体型認知症（G31,F02）

  ３．アルツハイマー型認知症（G30,F00）

  ６．前頭側頭型認知症（行動障害型・言語障害型を含む　G31,F02）

  ７．外傷性脳損傷による認知症（S06.2,F02）

　９．HIV感染による認知症（B20,F02）

　10．プリオン病による認知症（A81,F02）

　11．パーキンソン病による認知症（G20,F02）

　12．ハンチントン病による認知症（G10,F02）

鑑別診断件数（実数）　　＊過去1年間の新規　　　（注4、5）

  １．正常または健常

自施設

自施設

連携先

自施設

自施設

自施設

連携先

連携先

CT

自施設 連携先

自施設 連携先

連携先

訪問

その他

連携先

神経心理検査

尿一般検査

MRI検査

（方法）

相談件数
（注3） （方法）

血液検査

心電図検査

CT検査

SPECT検査

検査体制

MRI保有機器 SPECT

電話 面接

休日，夜間における身体合併症や重篤な行動・心理症状を有する救急・急性期患者に対応するための，空床の確保

（一般病床）

紹介・逆紹介（注6） 　紹介 　逆紹介

00

算定件数（年間）

診療報酬

認知症専門診断管理料１ 算定の有無 算定件数（年間）

認知症疾患医療センターとして，院内における全診療科を対象とした認知症に関する研修会の実施（注10）

認知症ケア加算２ 算定の有無

認知症ケア加算１

合計

（その他）（精神病床）確保している空床数（注11）

  19．気分（感情）障害（F3)

  20．てんかん（G47)

　21．神経発達障害（知的発達障害を含む）（F7-F9)

リエゾンチーム等による一般病床に入院する認知症患者への精神科的ケースワークの実施（注9）

１救急医療機関の指定（注8）

　13．正常圧水頭症（G91)

　14．他の医学的疾患による認知症（F02）

　15．複数の病因による認知症（F02）

　16．詳細不明の認知症（F03)　（上記３～15に該当しないもの）

　17．上記２～16以外の症状性を含む器質性精神障害

　18．統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害（F2)

指定状況 2 高度救命救急センターまたは救命救急センターの指定

認知症専門診断管理料２ 算定の有無 算定件数（年間）

初診までの待機日数（注7）

  ８．物質・医薬品誘発性による認知症　（アルコール関連障害による認知症を含む）

  22．上記のいずれにも含まれない精神疾患

  24．上記のいずれにも含まれない疾患

  23．上記のいずれにも含まれない神経疾患

　25．診断保留

身体合併症のある認知症患者に対する救急医療の支援（相談，入院受け入れの調整，他院の紹介など）の実施
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認知症疾患医療センター運営事業協議書（兼）報告書　記入上の留意事項（項目解説）

※「認知症疾患医療センター」は「疾患センター」と略して記載

【全般的な留意事項】

【医療機関基本情報】

注 2

【専門的医療機関としての要件と機能】

注 4

注 5

注 6

注 7

【身体合併症に対する救急医療機関としての要件と機能】

注 8

注 9

注 10

注 11

院内における全診療
科を対象とした認知症
に関する研修会

・認知症の診療科以外を対象にした研修。
・院内外来・病棟従事者に対する認知症の正しい知識や対応方法についての研修および
急性期病棟従事者等への認知症対応力向上研修等の実施や協力を含む。

確保している空床数 一日あたり確保している空床数を記載。

リエゾンチーム等によ
る一般病床に入院する
認知症患者への精神
科的ケースワーク

一般病床に入院する認知症患者に対する、疾患センターに配置される専門医を含む多職
種チームによる、入院中の認知症患者の諸症状に対する助言，医療の実施，カンファレ
ンスへの参加を含む。

初診までの待機日数
緊急枠や特別枠を除き、平成29年1月末日時点における、予約時から初診までの待機日
数を記入する。

救急医療機関
消防法二条九項により1964年の「救急病院等を定める省令（昭和39年2月20日厚生省令
第8号）」に基づき，都道府県知事が告示し指定する病院。

鑑別診断の分類

鑑別診断件数

その他 メールやFAXによる相談が想定される。

ここでの「相談」は診療報酬のないものをいい、延べ回数をカウントする。相談元は患者，
家族，介護者，地域包括支援センター職員，かかりつけ医等の区別は問わない。

3～16は，DSM-5およびICD-10の認知症疾患の診断下位分類を参考に作成。

個人 一般財団法人，公益財団法人，株式会社を含む。

・継続・更新予定センターは28年度実績、新規指定予定センターは29年度実施見込みを
記入する。
・主たる病名を選択し、重複しないようにする。

医療機関種別 大学病院は一般病院に含む。

組合および連合会
公務員共済組合及びその連合会，健康保険組合及びその連合
会，学校共済組合，協同組合連合会を含む。

設置主体

国
国立大学独立行政法人および国立病院機構独立行政法人を含
む。

都道府県・指定都市
都道府県を設置団体とする公立大学法人および地方独立行政法
人を含む。

市 市を設置団体とする公立大学法人を含む。

・継続・更新予定のセンターは28年度実績を、新規予定のセンターは29年度見込みで記入してください。

・医療機関基本情報の連携病院記入欄が足りない場合、別途一覧（任意様式）を添付してください。

・黄色セルへの入力は、プルダウンより選択して行ってください。

紹介・逆紹介

・ここでの「紹介」は、かかりつけ医との間のものをいい、地域包括、ケアマネ等とのやりと
りは含まない。
・逆紹介とは、疾患センターからかかりつけ医に継続診療を依頼する旨を含めた情報提供
をいう。

注 1

面接
院内他科からの相談、自院開催による認知症カフェ等も含めてよ
い。

訪問
認知症初期集中支援や物忘れ相談会，他施設で行う認知症カ
フェ等，院外に出向いて実施した相談も含めてよい。

相談件数注 3

特定医療法人，社会医療法人を含む。医療法人

【国庫補助協議額内訳】 ※行が足りない場合は行を挿入してください。（列の挿入はしないでください。）

円

【国庫補助協議額内訳　記入上の留意事項】

○　経費区分は、「介護保険事業費補助金交付要綱（案）」を参考に記載すること。

○　事業を委託により行う場合は、委託料のみとせず、委託事業の内訳を記入すること。

○　協議において報償費を含む場合は、各都道府県・指定都市の謝金規定に則った金額設定となっているか

確認すること。

合計

積算内訳事業区分 経費区分 対象経費支出予定額

（１）身体合併症に対する
　　 救急医療業務
　　　（基幹型のみ）

（２）専門医療相談

（３）地域連携推進に係る
　　 業務

ア　認知症疾患医療連携
　　協議会の設置・運営

イ　研修会の開催
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認知症疾患医療センター運営事業協議書（兼）報告書　記入上の留意事項（項目解説）

※「認知症疾患医療センター」は「疾患センター」と略して記載

【全般的な留意事項】

【医療機関基本情報】

注 2

【専門的医療機関としての要件と機能】

注 4

注 5

注 6

注 7

【身体合併症に対する救急医療機関としての要件と機能】

注 8

注 9

注 10

注 11

院内における全診療
科を対象とした認知症
に関する研修会

・認知症の診療科以外を対象にした研修。
・院内外来・病棟従事者に対する認知症の正しい知識や対応方法についての研修および
急性期病棟従事者等への認知症対応力向上研修等の実施や協力を含む。

確保している空床数 一日あたり確保している空床数を記載。

リエゾンチーム等によ
る一般病床に入院する
認知症患者への精神
科的ケースワーク

一般病床に入院する認知症患者に対する、疾患センターに配置される専門医を含む多職
種チームによる、入院中の認知症患者の諸症状に対する助言，医療の実施，カンファレ
ンスへの参加を含む。

初診までの待機日数
緊急枠や特別枠を除き、平成29年1月末日時点における、予約時から初診までの待機日
数を記入する。

救急医療機関
消防法二条九項により1964年の「救急病院等を定める省令（昭和39年2月20日厚生省令
第8号）」に基づき，都道府県知事が告示し指定する病院。

鑑別診断の分類

鑑別診断件数

その他 メールやFAXによる相談が想定される。

ここでの「相談」は診療報酬のないものをいい、延べ回数をカウントする。相談元は患者，
家族，介護者，地域包括支援センター職員，かかりつけ医等の区別は問わない。

3～16は，DSM-5およびICD-10の認知症疾患の診断下位分類を参考に作成。

個人 一般財団法人，公益財団法人，株式会社を含む。

・継続・更新予定センターは28年度実績、新規指定予定センターは29年度実施見込みを
記入する。
・主たる病名を選択し、重複しないようにする。

医療機関種別 大学病院は一般病院に含む。

組合および連合会
公務員共済組合及びその連合会，健康保険組合及びその連合
会，学校共済組合，協同組合連合会を含む。

設置主体

国
国立大学独立行政法人および国立病院機構独立行政法人を含
む。

都道府県・指定都市
都道府県を設置団体とする公立大学法人および地方独立行政法
人を含む。

市 市を設置団体とする公立大学法人を含む。

・継続・更新予定のセンターは28年度実績を、新規予定のセンターは29年度見込みで記入してください。

・医療機関基本情報の連携病院記入欄が足りない場合、別途一覧（任意様式）を添付してください。

・黄色セルへの入力は、プルダウンより選択して行ってください。

紹介・逆紹介

・ここでの「紹介」は、かかりつけ医との間のものをいい、地域包括、ケアマネ等とのやりと
りは含まない。
・逆紹介とは、疾患センターからかかりつけ医に継続診療を依頼する旨を含めた情報提供
をいう。

注 1

面接
院内他科からの相談、自院開催による認知症カフェ等も含めてよ
い。

訪問
認知症初期集中支援や物忘れ相談会，他施設で行う認知症カ
フェ等，院外に出向いて実施した相談も含めてよい。

相談件数注 3

特定医療法人，社会医療法人を含む。医療法人

【国庫補助協議額内訳】 ※行が足りない場合は行を挿入してください。（列の挿入はしないでください。）

円

【国庫補助協議額内訳　記入上の留意事項】

○　経費区分は、「介護保険事業費補助金交付要綱（案）」を参考に記載すること。

○　事業を委託により行う場合は、委託料のみとせず、委託事業の内訳を記入すること。

○　協議において報償費を含む場合は、各都道府県・指定都市の謝金規定に則った金額設定となっているか

確認すること。

合計

積算内訳事業区分 経費区分 対象経費支出予定額

（１）身体合併症に対する
　　 救急医療業務
　　　（基幹型のみ）

（２）専門医療相談

（３）地域連携推進に係る
　　 業務

ア　認知症疾患医療連携
　　協議会の設置・運営

イ　研修会の開催
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【地域連携推進機関としての要件と機能】

注 13

注 14

注 15

注 16

12 自治体の会議の活用

基幹型・地域型と連携

主催

認知症疾患医療連携
協議会の開催

複数市町村のチーム活動に関与している場合で、それぞれに度合いが異なる場合、複数
回答可。

研修会の開催

自施設が独自に開催している場合。（他センターとの共催により
企画、運営に主体的に参画している場合も含む。）

都道府県または指定都市において同様の機能を有する会議等を
設置、運営しており、その会議を活用している場合。

基幹型または地域型疾患センターとの連携体制の確保により機
能を果たしている場合。（基幹型、地域型が開催する会議に参加
している場合等。）

・地域連携推進のため、自施設が主催したものを記載。行政・医師会等との共催は含む。
・医療従事者，地域包括支援センター職員等を含む多職種向けに研修会を行った際は，
それぞれの開催回数に計上してよい。

注

注 17
市町村が地域包括等に設置するチームに、チーム員として参加し
ている場合。

後方支援
チーム員ではないものの、チーム員会議での助言等、専門機関と
しての後方支援を行っている場合。

初期集中支援チーム
への関与

地域への認知症に関
する理解を促す普及啓
発

一般，自治体，公共団体向けリーフレットや書籍等の作成，監修などの協力を含む。

他の主体の実施する
研修会への協力・講師
派遣

・都道府県内で開催された研修会のみ記載。地域ケア会議や地域連携会議への参加も
含む。
・企業の主催・共催による研修会はここに含める。

地域への認知症医療
に関する情報発信

疾患センターであることを示すリーフレットの作成・配付やインターネットホームページ等へ
の掲載を含む。

センター内にチームを
設置（受託）

市町村からの業務委託を受け、疾患センターにチームを設置して
いる場合。

チーム員として参加
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資料編  
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1. 平成 28 年度認知症疾患医療センター運営事業実績調査 依頼文  

2. 平成 28 年度認知症疾患医療センター運営事業実績調査 調査票  

3. 認知症疾患医療センター外部評価かかりつけ医対象アンケート 依頼文  

4. 認知症疾患医療センター外部評価かかりつけ医対象アンケート 調査票  

5. 認知症疾患医療センター外部評価地域包括支援センター対象アンケート 依頼文  

6. 認知症疾患医療センター外部評価地域包括支援センター対象アンケート 調査票  
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認知症疾患医療センターの活動状況調査ご協力のお願い 
 

謹啓 清秋の候，ますますご清祥のことと拝察申し上げます． 
さて，わが国の認知症施策は「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」に基づいて，認知症の人

の生活を支える支援体制づくりを進めています．こうした中で，平成 29 年度までに「診療所型」を含む

500 ヶ所の認知症疾患医療センターの整備計画が進められています．  
本調査は，現時点における認知症疾患医療センターの活動状況を類型別に評価することによって各類

型の在り方を検討するとともに，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や

評価方法などの方法論を確立することを目的とし，平成 28 年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健

健康増進等事業分）「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」および「認知症のリハ

ビリテーションを推進するための調査研究事業」の交付をうけ実施するものです． 
調査票は，認知症疾患医療センターの代表者または認知症疾患医療センターの日常業務に携わってい

る方にご回答をお願いできればと思います．回収状況を確認するために，調査票には ID 番号が付してあ

ります．尚，調査対象期間の観点から平成 28 年 4 月 1 日時点で指定された機関にのみ送付しています． 
ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成 28 年 11 月 18 日（金）までに，調査票の質問にご回答の上，二

つの調査票をあわせ同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますよう，よろしくお願い申し上げ

ます． 
謹白 

 
東京都健康長寿医療センター研究所 

自立促進と介護予防研究チーム 
研究部長 粟田主一 

〒173-0015 東京都板橋区栄町 35-2  
電話番号：03-3964-3241 （内線 4216：粟田主一） 

 
問い合わせ先 

認知症疾患医療センター運営事

業実績調査票（医療機関別）  
 実施主体：東京都健康長寿医

療センター研究所 

白地にカラー

印刷の調査票 

 
 

東京都健康長寿医療センター研究所 
電話番号：03-3964-3241  
（内線 4218：担当 枝広あや子，杉山美香） 
受付時間 9:00－17:30 （月曜～金曜） 

認知症疾患医療センターにおけ

るリハビリテーションに関する

医療・介護連携の実態調査 
実施主体：日本作業療法士協会 

グリーンの 
調査票 
 
 

石川県立高松病院  
作業療法科 村井，塩田 
電話番号 076-281-1125（内線 240） 
受付時間 9:00－16:00 （月曜～金曜） 

尚，本研究の結果は報告書として，それぞれの実施主体のホームページ等にて平成 29 年 5 月末ごろ

を目安に公表させて頂きます．その際，施設名等の公表はございません．調査主旨をご理解いただき，

ご協力のほどよろしくお願いいたします． 
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調査ご協力のお願い

ID　

平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
研究部長 粟田主一

認知症疾患医療センター運営事業実績調査票（医療機関別）

【調査の趣旨】
◆本調査は，現時点における認知症疾患医療センターの活動状況を類型別に評価す
ることによって各類型の在り方を検討するとともに，今後の認知症疾患医療センターの
事業の質の評価に関し，評価指標や評価方法などの方法論を確立することを目的と
し，平成28年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）「認知症
疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」の交付をうけ実施するもので
す．

【ご回答いただくに当たって】
◆調査票は，認知症疾患医療センターの代表者または認知症疾患医療センターの日
常業務に携わっている方にご回答をお願いできればと思います．

◆A～J、Lの項目に対し2016年4月から9月まで6か月間の実績をご記入ください．
　Kの項目のみ2015年10月から2016年9月までの1年間の実績をご記入ください．

◆太枠内には数字をお書きください

◆尚，回収状況を確認するために，調査票にはID番号が付してあります．

◆ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成28年11月18日（金）までに，調査票の質問にご
回答の上，「認知症のリハビリテーションを推進するための調査研究事業」調査票と合
わせ，同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますようよろしくお願い申し上げ
ます．

問い合わせ先　電話番号：03-3964-3241（内線4218：担当　枝広あや子，杉山美香）
　　　　受付時間9:00－17:30　（月曜～金曜）

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
〒173-0015　東京都板橋区栄町35-2
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【医療機関基本情報】

【専門的医療機関としての機能】

日日週

１．電話 件

２．面接 件

３．訪問 件

４．その他① 件

５．その他② 件

　　　６．上記（1から５）のうち，認知症初期集中支援チームに関する相談又は会議参加の，のべ回数 回

　　　７．相談業務従事者用の相談応需マニュアルがありますか。（当てはまるものに○）

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件　24．診断保留

  ２．軽度認知障害（MCI）

  ３．アルツハイマー型認知症（G30,F02）

  ４．血管性認知症（F01）

  ５．レビー小体型認知症（G31,F02）

　９．HIV感染による認知症（B20,F02）

　17．統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害（F2)

あり　　　　　なし

  23．上記のいずれにも含まれない疾患

医療機関種別

医療機関名

類型 ①基幹型　　　　　　②地域型　　　　　　　③診療所型

①一般病院　　　　②精神科病院　　　　③診療所　　　　④その他

６ヶ月間A. 認知症疾患医療センターの稼働日数をお答えください

B. 過去6か月間の相談（対象は問わず，診療報酬のないもの）をのべ件数でお答えください
（実績がない場合には０を記入）

回答者様の職種をご記入ください
①医師　　②精神保健福祉士　　③保健師　　④看護師　　⑤臨床心理技術者
⑥作業療法士　　　⑦事務職　　　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  22．上記のいずれにも含まれない神経疾患

  18．気分（感情）障害（F3)

  19．てんかん（G47)

  21．上記のいずれにも含まれない精神疾患

　15．複数の病因による認知症（F02）

　16．上記２～14以外の症状性を含む器質性精神障害

　11．パーキンソン病による認知症（G20,F02）

　12．ハンチントン病による認知症（G10,F02）

　14．他の医学的疾患による認知症（F02）

　10．プリオン病による認知症（A81,F02）

  ８．物質・医薬品誘発性による認知症　（アルコール関連障害による認知症を含む）

　13．正常圧水頭症（G91)

(面接相談は，院内他科外来・病棟を含みます）

(認知症初期集中支援チーム，もの忘れ相談会，認知症カフェなど院外に出向いて行った相談を含みます）

  ７．外傷性脳損傷による認知症（S06.2,F02）

具体的に

C. 過去６ヶ月間の新規の鑑別診断件数(実数)をお答えください

  １．正常または健常

具体的に

  ６．前頭側頭型認知症（行動障害型・言語障害型を含む　G31,F02）

　20．神経発達障害（知的発達障害を含む）（F7-F9)

調査ご協力のお願い

ID　

平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
研究部長 粟田主一

認知症疾患医療センター運営事業実績調査票（医療機関別）

【調査の趣旨】
◆本調査は，現時点における認知症疾患医療センターの活動状況を類型別に評価す
ることによって各類型の在り方を検討するとともに，今後の認知症疾患医療センターの
事業の質の評価に関し，評価指標や評価方法などの方法論を確立することを目的と
し，平成28年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）「認知症
疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」の交付をうけ実施するもので
す．

【ご回答いただくに当たって】
◆調査票は，認知症疾患医療センターの代表者または認知症疾患医療センターの日
常業務に携わっている方にご回答をお願いできればと思います．

◆A～J、Lの項目に対し2016年4月から9月まで6か月間の実績をご記入ください．
　Kの項目のみ2015年10月から2016年9月までの1年間の実績をご記入ください．

◆太枠内には数字をお書きください

◆尚，回収状況を確認するために，調査票にはID番号が付してあります．

◆ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成28年11月18日（金）までに，調査票の質問にご
回答の上，「認知症のリハビリテーションを推進するための調査研究事業」調査票と合
わせ，同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますようよろしくお願い申し上げ
ます．

問い合わせ先　電話番号：03-3964-3241（内線4218：担当　枝広あや子，杉山美香）
　　　　受付時間9:00－17:30　（月曜～金曜）

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
〒173-0015　東京都板橋区栄町35-2
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件

件

件

件

件

件

【身体合併症に対する救急医療機関としての機能】

床床床

【地域連携推進機関としての機能】
K. 地域連携推進の活動状況についてお伺いします．

回

回

回

回

家族・地域住民等対象 回

回

　　　しな　　　りあしな　 りあ

（うちかかりつけ医対象）

あり　　　　　なし

I.　認知症疾患医療センターとして，院内における全診療科を対象とした認知症に関する研修会
を実施していますか

あり　　　　　なし

J. 休日，夜間における身体合併症や重篤な行動・心理症状を有する救急・急性期患者に対応す
るために，空床を確保していますか

1年間

　1．認知症疾患医療連携協議会の開催

（精神病床） （その他）

あり　　　　　なし

　3．地域への認知症医療に関する情報発信の取組を行っていますか　(貴施設が認知症疾患医療セ
ンターであることを示すリーフレットの作成・配付やインターネットホームページ等への掲載を含む）

　4．地域への認知症に関する理解を促す普及啓発の取組を行っていますか　（一般，自治体，公共
団体向けリーフレット・書籍等の作成，監修などの協力を含む）

あり 　なし

開催回数

開催回数

開催の有無 開催回数

　5．認知症ケアパスの作成に関与，あるいは認知症ケアパスの周知や配付をしていますか
（「認知症ケアパス」とは，認知症施策推進総合戦略に示される「認知症の容態に応じた適切なサービス提供の流
れ」を意味するものであり，市区町村にその作成が求められているもの）

　　あり　　　　　なし　　　

あり 　　　　なし

1年間の開催回数

D. 紹介・逆紹介

1．救急告示医療機関

開催の有無

開催回数

開催回数 1年間

F.　都道府県または指定都市において救急医療機関としての指定を受けていますか あり　　　　　なし

G. 身体合併症のある認知症患者に対する救急医療の支援（相談，入院受け入れの調整，他院
の紹介など）を実施していますか

あり　　　　　なし

あり　　　　　なし

確保している空床数

1年間

1年間

算定の有無 算定件数（6ヶ月間）

算定の有無 算定件数（6ヶ月間）

あり　なし

あり　なし

認知症専門診断管理料1

認知症専門診断管理料2

あり 　なし

（一般病床）

認知症ケア加算1 算定の有無 あり　なし 算定件数（6ヶ月間）

認知症ケア加算2 算定の有無 あり　なし 算定件数（6ヶ月間）

2．高度救命救急センター 3．救命救急センター

1年間

開催の有無

あり 　なし

あり 　なし

あり 　なし

あり 　なし

開催の有無

あり　　　　　なし

  6．他の主体の実施する研修会への協力・講師派遣をしていますか　(都道府県内において開催され
た研修会のみを記載してください．企業の主催・共催による研修会はここに含めます）

1年間で

　紹介を受けた件数（6ヶ月間）をお答えください

　逆紹介を行った件数（6ヶ月間）お答えください

医療従事者対象

地域包括支援セン
ター職員等対象

2．研修会の開催
(貴施設主催/主に行政・医
師会等との共催は含む）

※企業のみとの共催は除く
⇒企業との共催はK-6にご

記入ください。

以下（G～J）は救急医療機関の指定を受けていない医療機関の方もご記入ください

E. 診療報酬

H. リエゾンチーム等による一般病床に入院する認知症患者へのケースワークを実施していますか

※平成27年10月から平成28年9月の1年間の実績をお答えください
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【医療サービス等提供状況】

L.　医療サービス等の提供状況についてお伺いします。（当てはまるところに○）

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

５．合併する身体疾患に対する往診または訪問診療

６．随伴する精神症状・行動障害に対する通院医療

３．合併する身体疾患に対する入院医療

未実施

未実施

２．合併する身体疾患に対する通院医療

通常業務と
して実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

１３．地域包括支援センター職員への助言・連携

未実施

１１．介護保険施設・事業所への往診または訪問診療

１２．行政機関への助言・連携

９．随伴する精神症状・行動障害に対する往診または訪問診療

１０．せん妄に対する医療の提供

７．随伴する精神症状・行動障害に対する入院医療

８．随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入
院を含む）

未実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

通常業務と
して実施

１５．介護保険施設・事業所職員への助言・連携

未実施

未実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

＊＊＊ご協力有難うございました＊＊＊

未実施

未実施

未実施

未実施

  ４．合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む）

１．介護保険主治医意見書への記載

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

通常業務ではないが，
状況に応じて実施

通常業務と
して実施

１４．介護支援専門員への助言・連携
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認知症疾患医療センター機能評価アンケートご協力のお願い 

 
謹啓 初冬の候，ますますご清祥のことと拝察申し上げます． 

さて，わが国の認知症施策は「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」に基づいて，認知症の人

の生活を支える支援体制づくりを進めています．こうした中で，認知症疾患医療センターの事業の質の

評価を含む整備計画が進められています．  
本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評価方法などの方法論

を確立することを目的とし，平成 28 年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）「認

知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」の交付をうけ実施するものです． 
調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている医師にご回答をお願いできればと思います．

回収状況を確認するために，調査票には ID 番号が付してありますが，施設名を公表することはございま

せん．尚，本調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支援センターにのみ送付し

ています． 
ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成 29 年 1 月 27 日（金）までに，調査票の質問にご回答の上，同

封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますよう，よろしくお願い申し上げます． 
謹白 

 
東京都健康長寿医療センター研究所 

自立促進と介護予防研究チーム 
研究部長 粟田主一 

〒173-0015 東京都板橋区栄町 35-2  
電話番号：03-3964-3241 （内線 4216：粟田主一） 

 
問い合わせ先 

東京都健康長寿医療センター研究所 
電話番号：03-3964-3241 （内線 4218：担当 枝広あや子，杉山美香） 

受付時間 9:00－17:30 （月曜～金曜） 
 
尚，本研究の結果は報告書として，東京都健康長寿医療センター研究所のホームページ等にて平成

29 年 5 月末ごろを目安に公表させて頂きます．その際，施設名等の公表はございません． 
調査主旨をご理解いただき，ご協力のほどよろしくお願いいたします． 
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かかりつけ医を対象とした認知症疾患医療センター機能評価アンケート
※本アンケートは、かかりつけ医ご本人にご回答いただきたく存じます。
※忌憚のないご意見をお願いいたします。

Ⅰ．本アンケートにお答えの方ご本人についてお答えください。
１）貴医療機関の診療科をすべてお答えください。

２）年齢と性別、医師歴（医師免許をとってからの年数）についてお答えください。
①年齢 ②性別 ③医師歴

歳 　１．男性　　　２．女性 年

Ⅱ．認知症疾患医療センターについて
１）認知症疾患医療センターをご存知ですか

①　知っている　　　　　　②知らなかった

①知っている ②概ね知っている ③知らなかった

①ある ②ない

Ⅲにお進みください。 利用していない理由をご記入ください。

②ないとご回答の先生は、これでアンケートは終了です。
ご協力ありがとうございました。

２）認知症疾患センターの役割は、認知症の相談支援、認知症の早期発見・鑑別診断、BPSDや身体合
併症の急性期治療、かかりつけ医・介護関係者への研修等、 医療・保健・介護の連携、情報発信です
が、この業務内容について、ご存じですか？

３）これまでに認知症疾患医療センターを利用したことがありますか。
（患者の紹介、問い合わせ、研修会や協議会への参加を含みます）

　01内科　　　02精神科　　　03神経科　　　04神経内科　　　05呼吸器科
　06消化器科　　　07胃腸科　　　08循環器科　　　09小児科　　　10外科
　11整形外科　　　12形成外科　　　13美容外科　　　14脳神経外科
　15呼吸器外科　　　16心臓血管外科　　　17小児外科　　　18皮膚泌尿器科
　19皮膚科　　　20泌尿器科　　　21性病科　　　22肛門科　　　23産婦人科
　24産科　　　25婦人科　　　26眼科　　　27耳鼻咽喉科　　　28気管食道科
　29放射線科　　　30麻酔科　　　31心療内科　　　32アレルギー科
　33リウマチ科　　34リハビリテーション科　　35その他（　　　　　　　　　　）

調査ご協力のお願い

平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
研究部長 粟田主一

認知症疾患医療センター機能評価調査票（かかりつけ医対象）

【調査の趣旨】
◆本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評
価方法などの方法論を確立することを目的とし，平成28年度老人保健事業推進費等補
助金（老人保健健康増進等事業分）「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調
査研究事業」の交付をうけ実施するものです．
◆今回の調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支援センター
を対象に実施しております．

【ご回答いただくに当たって】
◆調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている医師にご回答をお願いで
きればと思います．

◆尚，回収状況を確認するために，調査票にはID番号が付してあります．

◆ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成29年1月27日（金）までに，調査票の質問に
ご回答の上，同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますようよろしくお願い
申し上げます．

ID　　　　　　

問い合わせ先
電話番号：03-3964-3241（内線4218：担当　枝広あや子，杉山美香）

　　　　受付時間9:00－17:30　（月曜～金曜）
東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム

〒173-0015　東京都板橋区栄町35-2
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かかりつけ医を対象とした認知症疾患医療センター機能評価アンケート
※本アンケートは、かかりつけ医ご本人にご回答いただきたく存じます。
※忌憚のないご意見をお願いいたします。

Ⅰ．本アンケートにお答えの方ご本人についてお答えください。
１）貴医療機関の診療科をすべてお答えください。

２）年齢と性別、医師歴（医師免許をとってからの年数）についてお答えください。
①年齢 ②性別 ③医師歴

歳 　１．男性　　　２．女性 年

Ⅱ．認知症疾患医療センターについて
１）認知症疾患医療センターをご存知ですか

①　知っている　　　　　　②知らなかった

①知っている ②概ね知っている ③知らなかった

①ある ②ない

Ⅲにお進みください。 利用していない理由をご記入ください。

②ないとご回答の先生は、これでアンケートは終了です。
ご協力ありがとうございました。

２）認知症疾患センターの役割は、認知症の相談支援、認知症の早期発見・鑑別診断、BPSDや身体合
併症の急性期治療、かかりつけ医・介護関係者への研修等、 医療・保健・介護の連携、情報発信です
が、この業務内容について、ご存じですか？

３）これまでに認知症疾患医療センターを利用したことがありますか。
（患者の紹介、問い合わせ、研修会や協議会への参加を含みます）

　01内科　　　02精神科　　　03神経科　　　04神経内科　　　05呼吸器科
　06消化器科　　　07胃腸科　　　08循環器科　　　09小児科　　　10外科
　11整形外科　　　12形成外科　　　13美容外科　　　14脳神経外科
　15呼吸器外科　　　16心臓血管外科　　　17小児外科　　　18皮膚泌尿器科
　19皮膚科　　　20泌尿器科　　　21性病科　　　22肛門科　　　23産婦人科
　24産科　　　25婦人科　　　26眼科　　　27耳鼻咽喉科　　　28気管食道科
　29放射線科　　　30麻酔科　　　31心療内科　　　32アレルギー科
　33リウマチ科　　34リハビリテーション科　　35その他（　　　　　　　　　　）

調査ご協力のお願い

平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
研究部長 粟田主一

認知症疾患医療センター機能評価調査票（かかりつけ医対象）

【調査の趣旨】
◆本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評
価方法などの方法論を確立することを目的とし，平成28年度老人保健事業推進費等補
助金（老人保健健康増進等事業分）「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調
査研究事業」の交付をうけ実施するものです．
◆今回の調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支援センター
を対象に実施しております．

【ご回答いただくに当たって】
◆調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている医師にご回答をお願いで
きればと思います．

◆尚，回収状況を確認するために，調査票にはID番号が付してあります．

◆ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成29年1月27日（金）までに，調査票の質問に
ご回答の上，同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますようよろしくお願い
申し上げます．

ID　　　　　　

問い合わせ先
電話番号：03-3964-3241（内線4218：担当　枝広あや子，杉山美香）

　　　　受付時間9:00－17:30　（月曜～金曜）
東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム

〒173-0015　東京都板橋区栄町35-2
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６）認知症患者の身体合併症などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

7）認知症に関する相談応需、予約対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１不親切だった
②－２電話がかかりづらい
②－３対応時間が短い
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

8）認知症に関する啓発・研修の企画・実施体制に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１通知・連絡等が不十分
②－２時間設定の幅を広げてほしい
②－３頻度を増やすべき
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

9）認知症疾患医療センターと関係機関との連携に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

課題について具体的にお書きください

10）上記の項目を含め、全般的に認知症疾患医療センターの機能として満足していますか。
①満足している ②どちらともいえない
③不満がある（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ．あなたの地域の認知症疾患医療センターに、今後期待することはありますか。
ご自由にご意見をお書きください。

＊＊＊ご協力有難うございました＊＊＊

Ⅲ．これまでに認知症疾患医療センターを利用したことのある先生にお伺いします。

以下の項目は上記の施設についてをお伺いします。
２）患者の初診までの待機時間について、適切でしたか。

①適切だと思う ②長すぎると思う ③該当例がない
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）認知症の鑑別診断に関する検査の種類・検査体制について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１予約がすぐに取れない
②－２結果が出るのが遅い
②－３検査内容が不十分
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

４）認知症の診断結果や情報提供について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１結果まで時間がかかる
②－２医師によってばらつきがある
②－３報告書の内容が難しい
②－４報告書の内容が薄い
②－５その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

５）認知症の周辺症状（BPSD)などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

１）あなたがこれまでに利用した認知症疾患医療センターで、一番頻度の高い施設名をご記入ください。
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６）認知症患者の身体合併症などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

7）認知症に関する相談応需、予約対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１不親切だった
②－２電話がかかりづらい
②－３対応時間が短い
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

8）認知症に関する啓発・研修の企画・実施体制に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１通知・連絡等が不十分
②－２時間設定の幅を広げてほしい
②－３頻度を増やすべき
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

9）認知症疾患医療センターと関係機関との連携に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

課題について具体的にお書きください

10）上記の項目を含め、全般的に認知症疾患医療センターの機能として満足していますか。
①満足している ②どちらともいえない
③不満がある（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ．あなたの地域の認知症疾患医療センターに、今後期待することはありますか。
ご自由にご意見をお書きください。

＊＊＊ご協力有難うございました＊＊＊

Ⅲ．これまでに認知症疾患医療センターを利用したことのある先生にお伺いします。

以下の項目は上記の施設についてをお伺いします。
２）患者の初診までの待機時間について、適切でしたか。

①適切だと思う ②長すぎると思う ③該当例がない
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）認知症の鑑別診断に関する検査の種類・検査体制について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１予約がすぐに取れない
②－２結果が出るのが遅い
②－３検査内容が不十分
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

４）認知症の診断結果や情報提供について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１結果まで時間がかかる
②－２医師によってばらつきがある
②－３報告書の内容が難しい
②－４報告書の内容が薄い
②－５その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

５）認知症の周辺症状（BPSD)などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

１）あなたがこれまでに利用した認知症疾患医療センターで、一番頻度の高い施設名をご記入ください。
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調査ご協力のお願い

ID　　　　　　

平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
研究部長 粟田主一

認知症疾患医療センター機能評価調査票
（地域包括支援センター職員対象）

【調査の趣旨】
◆本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評
価方法などの方法論を確立することを目的とし，平成28年度老人保健事業推進費等補
助金（老人保健健康増進等事業分）「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調
査研究事業」の交付をうけ実施するものです．
◆今回の調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支援センター
を対象に実施しております．

【ご回答いただくに当たって】
◆調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている地域包括支援センター職
員にご回答をお願いできればと思います．

◆尚，回収状況を確認するために，調査票にはID番号が付してあります．

◆ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成29年1月27日（金）までに，調査票の質問に
ご回答の上，同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますようよろしくお願い
申し上げます．

問い合わせ先
電話番号：03-3964-3241（内線4218：担当　枝広あや子，杉山美香）

　　　　受付時間9:00－17:30　（月曜～金曜）
東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム

〒173-0015　東京都板橋区栄町35-2

 

認知症疾患医療センター機能評価アンケートご協力のお願い 
 
謹啓 初冬の候，ますますご清祥のことと拝察申し上げます． 

さて，わが国の認知症施策は「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」に基づいて，認知症の人

の生活を支える支援体制づくりを進めています．こうした中で，認知症疾患医療センターの事業の質の

評価を含む整備計画が進められています．  
本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評価方法などの方法論

を確立することを目的とし，平成 28年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）「認
知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」の交付をうけ実施するものです． 
調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている地域包括支援センター職員にご回答をお願

いできればと思います．回収状況を確認するために，調査票には ID番号が付してありますが，施設名を
公表することはございません．尚，本調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支

援センターにのみ送付しています． 
ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成 29年 1月 27日（金）までに，調査票の質問にご回答の上，同
封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますよう，よろしくお願い申し上げます． 

謹白 
 

東京都健康長寿医療センター研究所 
自立促進と介護予防研究チーム 

研究部長 粟田主一 
〒173-0015 東京都板橋区栄町 35-2  

電話番号：03-3964-3241 （内線 4216：粟田主一） 
 

問い合わせ先 
東京都健康長寿医療センター研究所 

電話番号：03-3964-3241 （内線 4218：担当 枝広あや子，杉山美香） 
受付時間 9:00－17:30 （月曜～金曜） 

 
尚，本研究の結果は報告書として，東京都健康長寿医療センター研究所のホームページ等にて平成

29年 5月末ごろを目安に公表させて頂きます．その際，施設名等の公表はございません． 
調査主旨をご理解いただき，ご協力のほどよろしくお願いいたします． 
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調査ご協力のお願い

ID　　　　　　

平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分)
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム
研究部長 粟田主一

認知症疾患医療センター機能評価調査票
（地域包括支援センター職員対象）

【調査の趣旨】
◆本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評
価方法などの方法論を確立することを目的とし，平成28年度老人保健事業推進費等補
助金（老人保健健康増進等事業分）「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調
査研究事業」の交付をうけ実施するものです．
◆今回の調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支援センター
を対象に実施しております．

【ご回答いただくに当たって】
◆調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている地域包括支援センター職
員にご回答をお願いできればと思います．

◆尚，回収状況を確認するために，調査票にはID番号が付してあります．

◆ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成29年1月27日（金）までに，調査票の質問に
ご回答の上，同封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますようよろしくお願い
申し上げます．

問い合わせ先
電話番号：03-3964-3241（内線4218：担当　枝広あや子，杉山美香）

　　　　受付時間9:00－17:30　（月曜～金曜）
東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と介護予防研究チーム

〒173-0015　東京都板橋区栄町35-2

 

認知症疾患医療センター機能評価アンケートご協力のお願い 
 
謹啓 初冬の候，ますますご清祥のことと拝察申し上げます． 

さて，わが国の認知症施策は「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」に基づいて，認知症の人

の生活を支える支援体制づくりを進めています．こうした中で，認知症疾患医療センターの事業の質の

評価を含む整備計画が進められています．  
本調査は，今後の認知症疾患医療センターの事業の質の評価に関し，評価指標や評価方法などの方法論

を確立することを目的とし，平成 28年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）「認
知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」の交付をうけ実施するものです． 
調査票は，認知症疾患医療センターの利用に携わっている地域包括支援センター職員にご回答をお願

いできればと思います．回収状況を確認するために，調査票には ID番号が付してありますが，施設名を
公表することはございません．尚，本調査は全国より抽出された市区町村の医療機関および地域包括支

援センターにのみ送付しています． 
ご多忙のところ誠に恐縮ですが，平成 29年 1月 27日（金）までに，調査票の質問にご回答の上，同

封の返信用封筒で下記宛てにご返送いただけますよう，よろしくお願い申し上げます． 
謹白 

 
東京都健康長寿医療センター研究所 
自立促進と介護予防研究チーム 

研究部長 粟田主一 
〒173-0015 東京都板橋区栄町 35-2  

電話番号：03-3964-3241 （内線 4216：粟田主一） 
 

問い合わせ先 
東京都健康長寿医療センター研究所 

電話番号：03-3964-3241 （内線 4218：担当 枝広あや子，杉山美香） 
受付時間 9:00－17:30 （月曜～金曜） 

 
尚，本研究の結果は報告書として，東京都健康長寿医療センター研究所のホームページ等にて平成

29年 5月末ごろを目安に公表させて頂きます．その際，施設名等の公表はございません． 
調査主旨をご理解いただき，ご協力のほどよろしくお願いいたします． 
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Ⅲ．これまでに認知症疾患医療センターを利用したことのある方にお伺いします。

以下の項目は上記の施設についてをお伺いします。
２）患者の初診までの待機時間について、適切でしたか。

①適切だと思う ②長すぎると思う ③該当例がない
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）認知症の周辺症状（BPSD)などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

４）認知症患者の身体合併症などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

５）認知症に関する相談応需、予約対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１不親切だった
②－２電話がかかりづらい
②－３対応時間が短い
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

１）あなたがこれまでに利用した認知症疾患医療センターで、一番頻度の高い施設名をご記入ください。

地域包括支援センター職員を対象とした認知症疾患医療センター機能評価アンケート
※本アンケートは、地域包括支援センター職員様ご本人にご回答いただきたく存じます。
※忌憚のないご意見をお願いいたします。

Ⅰ．本アンケートにお答えの方ご本人についてお答えください。
１）あなたの地域包括支援センターでの担当職種をお答えください。※主な職種１つのみ

２）年齢と性別、職歴についてお答えください。
①年齢 ②性別 ③職歴 ④地域包括支援センター所属年数

歳 年 年

３）あなたの所属する地域包括支援センターの設置形態についてお答えください。
1. 　直営 2.　委託

4）あなたの所属する地域包括支援センターは、基幹型地域包括支援センターですか。
1. 　はい 2.　いいえ

Ⅱ．認知症疾患医療センターについて
１）認知症疾患医療センターをご存知ですか

①　知っている　　　　　　②知らなかった

①知っている ②概ね知っている ③知らなかった

①ある ②ない

Ⅲにお進みください。 利用していない理由をご記入ください。

②ないと回答された方は、これでアンケートは終了です。
ご協力ありがとうございました。

３）これまでに認知症疾患医療センターを利用したことがありますか。
（患者の紹介、問い合わせ、研修会や協議会への参加を含みます）

　1.　保健師　　2.　看護師　　3.　社会福祉士　　4.  主任介護支援専門員

　１．男性　２．女性

２）認知症疾患センターの役割は、認知症の相談支援、認知症の早期発見・鑑別診断、BPSDや身体合併症
の急性期治療、かかりつけ医・介護関係者への研修等、 医療・保健・介護の連携、情報発信ですが、この業
務内容について、ご存じですか？
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Ⅲ．これまでに認知症疾患医療センターを利用したことのある方にお伺いします。

以下の項目は上記の施設についてをお伺いします。
２）患者の初診までの待機時間について、適切でしたか。

①適切だと思う ②長すぎると思う ③該当例がない
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）認知症の周辺症状（BPSD)などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

４）認知症患者の身体合併症などの緊急対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１対応してくれない
②－２対応まで時間がかかる
②－３対応内容に問題がある
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

５）認知症に関する相談応需、予約対応について、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１不親切だった
②－２電話がかかりづらい
②－３対応時間が短い
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

１）あなたがこれまでに利用した認知症疾患医療センターで、一番頻度の高い施設名をご記入ください。

地域包括支援センター職員を対象とした認知症疾患医療センター機能評価アンケート
※本アンケートは、地域包括支援センター職員様ご本人にご回答いただきたく存じます。
※忌憚のないご意見をお願いいたします。

Ⅰ．本アンケートにお答えの方ご本人についてお答えください。
１）あなたの地域包括支援センターでの担当職種をお答えください。※主な職種１つのみ

２）年齢と性別、職歴についてお答えください。
①年齢 ②性別 ③職歴 ④地域包括支援センター所属年数

歳 年 年

３）あなたの所属する地域包括支援センターの設置形態についてお答えください。
1. 　直営 2.　委託

4）あなたの所属する地域包括支援センターは、基幹型地域包括支援センターですか。
1. 　はい 2.　いいえ

Ⅱ．認知症疾患医療センターについて
１）認知症疾患医療センターをご存知ですか

①　知っている　　　　　　②知らなかった

①知っている ②概ね知っている ③知らなかった

①ある ②ない

Ⅲにお進みください。 利用していない理由をご記入ください。

②ないと回答された方は、これでアンケートは終了です。
ご協力ありがとうございました。

３）これまでに認知症疾患医療センターを利用したことがありますか。
（患者の紹介、問い合わせ、研修会や協議会への参加を含みます）

　1.　保健師　　2.　看護師　　3.　社会福祉士　　4.  主任介護支援専門員

　１．男性　２．女性

２）認知症疾患センターの役割は、認知症の相談支援、認知症の早期発見・鑑別診断、BPSDや身体合併症
の急性期治療、かかりつけ医・介護関係者への研修等、 医療・保健・介護の連携、情報発信ですが、この業
務内容について、ご存じですか？
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7．認知症疾患医療センター運営事業協議書情報 様式 3（平成 28 年 5 月末現在）分析 

（第１回委員会提出資料） 

 
  

６）認知症に関する啓発・研修の企画・実施体制に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１通知・連絡等が不十分
②－２時間設定の幅を広げてほしい
②－３頻度を増やすべき
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

７）認知症疾患医療センターと関係機関との連携に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

課題について具体的にお書きください

８）上記の項目を含め、全般的に認知症疾患医療センターの機能として満足していますか。
①満足している ②どちらともいえない
③不満がある（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ．あなたの地域の認知症疾患医療センターに、今後期待することはありますか。
ご自由にご意見をお書きください。

＊＊＊ご協力有難うございました＊＊＊
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7．認知症疾患医療センター運営事業協議書情報 様式 3（平成 28 年 5 月末現在）分析 

（第１回委員会提出資料） 

 
  

６）認知症に関する啓発・研修の企画・実施体制に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

②－１通知・連絡等が不十分
②－２時間設定の幅を広げてほしい
②－３頻度を増やすべき
②－４その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※複数回答可

７）認知症疾患医療センターと関係機関との連携に関して、適切でしたか。
①適切だと思う ②課題があると思う ③該当例がない

課題について具体的にお書きください

８）上記の項目を含め、全般的に認知症疾患医療センターの機能として満足していますか。
①満足している ②どちらともいえない
③不満がある（具体的に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ．あなたの地域の認知症疾患医療センターに、今後期待することはありますか。
ご自由にご意見をお書きください。

＊＊＊ご協力有難うございました＊＊＊



－ 179 －

認知症疾患医療センター
運営事業協議書情報

（平成 年 月末 様式 ）
の分析

情報提供 厚生労働省老健局

分析・文責 東京都健康長寿医療センター研究所
自立促進と介護予防研究チーム研究員

杉山美香 枝広あや子

平成 年度老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業分
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

第 回委員会資料

認知症疾患医療センター運営事業　協議書　（医療機関別）

No

【医療機関基本情報】

Ｈ 24 年 4 月 1 日 Ｈ 29 年 4 月 1 日

Ｈ 年 月 日 Ｈ 年 月 日

120 461 計 581

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

連携内容

連携病院名⑤ 連携内容

連携病院名② 連携内容

連携病院名③ 連携内容

連携病院名④

35．救急科 36．その他 内視鏡内科、乳腺外科、大腸外科、児童精神科、老年精神科、麻酔科、小児皮膚科

連携病院名① ★病院 連携内容 SPECT検査

28．皮膚科 29．泌尿器科 30．産婦人科 31．眼科

32．耳鼻咽喉科 33.．リハビリテーション科 34．放射線科

22．胸部外科 23．腹部外科 24．精神科

25．アレルギー科 26．リウマチ科 27．小児科

16．消化器外科 17．小児外科 18．肛門外科

19．整形外科 20．脳神経外科 21．形成外科

10．心療内科 11．感染症内科 12．老年内科

13．外科 14．呼吸器外科 15．心臓血管外科

４．消化器内科 ５．血液内科 ６．糖尿病内科

７．代謝または内分泌内科 ８．腎臓内科 ９．神経内科

病床数 一般病床 精神病床 その他病床 （うち療養病床）

診療科
（複数回答可）

１．内科 ２．呼吸器内科 ３．循環器内科

二次医療圏域名 ☆

同圏域内配置センター名 ★病院

医療機関種別 その他

指定年月日 次回更新予定日

更新年月日① 更新年月日②

郵便番号 ・・・ 住所 ☆市１番１号

医療機関名 ☆☆病院 類型 地域型

設置法人名 社会医療法人　☆会 設置主体 医療法人

担当部署名 高齢者支援局高齢者保健福祉課

電話番号 011-・・-・・ 担当者 平井

28年度新規 28年度更新 1

都道府県・指定都市名 北海道 番号 1

【専門医療機関としての機能】

週 6 日 日

名

名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

件 件 件

件 件

○ ○

○ ○

○ ○

○

台 台 台

件 件

件

件 件

件 件

件

件

件

件

件

件 件

件

件

件

件 件

○ 件

件

【救急医療機関としての機能】

○

○ 10 床 10 床 床

指定状況 救急告示医療機関 高度救命救急センター 救命救急センター

空床確保 実施の有無 （一般病床） （精神病床） （その他）

診療報酬
認知症専門診断管理料Ⅰ 算定の有無 算定件数（年間） 95

認知症専門診断管理料Ⅱ 算定の有無 算定件数（年間）

推計

紹介・逆紹介 紹介 94 逆紹介 29

15．上記のいずれにも含まれない精神疾患 0

16．上記のいずれにも含まれない神経疾患 3

17．上記のいずれにも含まれない疾患 0

1

12．統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 7

13．気分（感情）障害 3 14．てんかん 0

0

９．アルコール関連障害による認知症 0

10．上記３～９以外の認知症疾患 0

11．上記２～10以外の症状性を含む器質性精神障害

３．アルツハイマー型認知症 76

４．混合型認知症 8 ５．血管性認知症 8

６．レビー小体型認知症

0

鑑別診断件数

１．正常または健常 26 ２．軽度認知障害（MCI） 43

8 ７．前頭側頭型認知症 2

８．正常圧水頭症

連携先

SPECT検査 自施設 連携先

保有機器 CT 1 MRI 2 SPECT

連携先

心電図検査 自施設 連携先 神経心理検査 自施設 連携先

CT検査 自施設
検査体制

血液検査 自施設 連携先 尿一般検査 自施設

連携先 MRI検査 自施設

0

その他 （方法） （方法）
相談件数

電話 410 面接 96 訪問

兼務 1

（職種） 専従 兼務

連携推進補助員 専従 兼務

その他
（職種） 事務員 専従

臨床心理技術者 専従 兼務 1医師以外の
人員配置

精神保健福祉士 専従 1 兼務

保健師 専従 1 兼務

稼働日数 年間 306

医師配置状況

日本老年精神医学会若しくは認知症学会の定める専門医 0

上記以外で、認知症疾患の鑑別診断等の専門医療を主たる業務とした５年以上の

臨床経験を有する医師 1.02

【地域連携機能】

○ 3 回

○ 2 回

○ 1 回

○ 1 回

○ 2 回

回

回

【医療サービス等提供状況】

【留意事項】

○　行・列の追加は絶対に行わないこと。
○　黄色セルへの入力は、プルダウンより選択して行うこと。
○　鑑別診断件数、会議開催会数等は継続・更新予定センターは27年度実績、新規指定予定センターは28年度実施
　見込みを記入すること。（継続・更新予定センターにつき、鑑別診断実績の記入が難しい場合は推計欄に○を付け、
　28年度実施見込みを記入すること。）
○　連携病院記入欄につき、欄が足りない場合は別途一覧（任意様式）を添付すること。
○　新規・更新協議の場合は、以下の資料を添付すること。

・協議医療機関パンフレット
・専門医療相談を行う組織の体制図
・（基幹型のみ）二次救急・三次救急医療の体制図及び院内連携体制図
・（連携する医療機関がある場合）連携する医療機関等の概要、位置関係及び連携に関する承諾書
・（認知症に係る経験が５年以上の医師を配置する場合）医師の業務履歴
・（医療相談室に精神保健福祉士、保健師以外の者を配置する場合）該当する者の業務履歴

１５．介護保険施設・事業所職員への助言・連携 ○

１３．地域包括支援センター職員への助言・連携 ○

１４．介護支援専門員への助言・連携 ○

１１．介護保険施設・事業所への往診または訪問診療 ○

１２．行政機関への助言・連携 ○

９．随伴する精神症状・行動障害に対する往診または訪問診療 ○

１０．せん妄に対する医療の提供 ○

７．随伴する精神症状・行動障害に対する入院医療 ○

８．随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入院を含む） ○

５．合併する身体疾患に対する往診または訪問診療 ○

６．随伴する精神症状・行動障害に対する通院医療 ○

３．合併する身体疾患に対する入院医療 ○

 　 ４．合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む） ○

１．介護保険主治医意見書への記載 ○

２．合併する身体疾患に対する通院医療 ○

年間

他の主体の実施する研修への協力 協力の有無 協力回数 年間

通常業務と

して実施

状況に応じて

実施
未実施

認知症疾患医療連携協議会の開催 開催の有無 開催回数 年間

認知症患者の個別支援に向けた会議の開催 開催の有無 開催回数

地域包括支援センター職員等対象 開催の有無 開催回数 年間

家族・地域住民等対象 開催の有無 開催回数 年間

研修会の開催

医療従事者対象 開催の有無 開催回数 年間

（うちかかりつけ医対象） 開催の有無 開催回数 年間

認知症疾患医療センター運営事業協議書書式（様式３）
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基礎情報 医療機関別（継続のみ ）

度数 割合（％）
その他
一般病院

精神科病院
計

その他

一般病院精神科病院

医療機関別（継続のみ

その他 一般病院 精神科病院

基幹型

地域型

診療所型

類型別医療機関（継続のみ

その他 一般病院 精神科病院

類型番号
基幹型 地域型 診療所型

機関種別
その他
一般病院
精神科病院

合計

基礎情報 精神病床の有無（継続・有効値のみ ）

類型
合計

基幹型 地域型 診療所型

精神病床
なし
あり

合計
あり

精神病床の有無（継続・有効値のみ ）

なし あり

その他

一般病院

精神科病院

医療機関別精神病床の有無

精神病床有 なし 精神病床有 あり

基幹型

地域型

診療所型

類型別精神病床の有無

精神病床有 なし 精神病床有 あり

欠損値は 地域型、 診療所型

基幹型

地域型

診療所型
類型（継続のみ ）

基幹型 地域型 診療所型

基礎情報 類型別

類型
合計基幹型 地域型 診療所型

状況 継続
新規

合計

基幹型

地域型 …

診療所型

類型（継続新規併せ ）

基幹型 地域型 診療所型

基礎情報 開設者別（新規含む ）
類型

合計基幹型 地域型 診療所型
設置
主体

医療法人
学校法人
公益法人
国
市区町村
都道府県・指定都市
個人

合計

医療法人

学校法人

公益法人

国

市区町村

都道府県・指定都
市

個人

その他

開設者別（新規含む ）

医療法人 学校法人 公益法人 国 市区町村 都道府県・指定都市 個人 その他

その他（ ）内訳
（開設者を適切に選択できなかった
施設）
特定医療法人○○会
社会医療法人○○会
医療法人○○
公立大学法人○○大学
国立大学法人 ○○大学
公立学校共済組合
国家公務員組合連合会
国家公務員共済組合連合会
○○鉄道健康保険組合
○○県厚生農業協同組合連合会
○○医療生活協同組合
○○広域連合
独立行政法人国立病院機構
地方独立行政法人○○病院機構
国立研究開発法人○○
公益財団法人○○会
一般財団法人○○会
一般社団法人○○病院
社会福祉法人○○会
特殊法人） 日本赤十字社
○○株式会社
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基礎情報 医療機関別（継続のみ ）

度数 割合（％）
その他
一般病院

精神科病院
計

その他

一般病院精神科病院

医療機関別（継続のみ

その他 一般病院 精神科病院

基幹型

地域型

診療所型

類型別医療機関（継続のみ

その他 一般病院 精神科病院

類型番号
基幹型 地域型 診療所型

機関種別
その他
一般病院
精神科病院

合計

基礎情報 精神病床の有無（継続・有効値のみ ）

類型
合計

基幹型 地域型 診療所型

精神病床
なし
あり

合計
あり

精神病床の有無（継続・有効値のみ ）

なし あり

その他

一般病院

精神科病院

医療機関別精神病床の有無

精神病床有 なし 精神病床有 あり

基幹型

地域型

診療所型

類型別精神病床の有無

精神病床有 なし 精神病床有 あり

欠損値は 地域型、 診療所型

基幹型

地域型

診療所型
類型（継続のみ ）

基幹型 地域型 診療所型

基礎情報 類型別

類型
合計基幹型 地域型 診療所型

状況 継続
新規

合計

基幹型

地域型 …

診療所型

類型（継続新規併せ ）

基幹型 地域型 診療所型

基礎情報 開設者別（新規含む ）
類型

合計基幹型 地域型 診療所型
設置
主体

医療法人
学校法人
公益法人
国
市区町村
都道府県・指定都市
個人

合計

医療法人

学校法人

公益法人

国

市区町村

都道府県・指定都
市

個人

その他

開設者別（新規含む ）

医療法人 学校法人 公益法人 国 市区町村 都道府県・指定都市 個人 その他

その他（ ）内訳
（開設者を適切に選択できなかった
施設）
特定医療法人○○会
社会医療法人○○会
医療法人○○
公立大学法人○○大学
国立大学法人 ○○大学
公立学校共済組合
国家公務員組合連合会
国家公務員共済組合連合会
○○鉄道健康保険組合
○○県厚生農業協同組合連合会
○○医療生活協同組合
○○広域連合
独立行政法人国立病院機構
地方独立行政法人○○病院機構
国立研究開発法人○○
公益財団法人○○会
一般財団法人○○会
一般社団法人○○病院
社会福祉法人○○会
特殊法人） 日本赤十字社
○○株式会社
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専門医療機関としての機能；稼働日数（継続のみ ）

稼働日数／週 稼働日数／年間
平均値
±

最小値
中央値
最大値

認知症疾患医療センターの専門医配置（継続のみ ）
日本老年精神医学会

もしくは
認知症学会専門医 年以上臨床経験医 医師数合計

平均値
±

最小値
中央値
最大値

年以上の臨床経験を有する
医師の配置

日本老年精神医学会・
認知症学会専門医の配置

配置専門医師の合計人数

類型 合計
基幹型 地域型 診療所型

専門医 有 度数
割合（％）

他経験医 有 度数
割合（％）

精
神
科

神
経
内
科

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
科

整
形
外
科

皮
膚
科

放
射
線
科

循
環
器
内
科

眼
科

泌
尿
器
科

外
科

心
療
内
科

消
化
器
内
科

耳
鼻
咽
喉
科

小
児
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器
内
科

産
婦
人
科

形
成
外
科

呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外
科

消
化
器
外
科

救
急
科

代
謝
ま
た
は
内
分
泌
内
科

腎
臓
内
科

リウ
マ
チ
科

血
液
内
科

糖
尿
病
内
科

小
児
外
科

感
染
症
内
科

ア
レ
ル
ギ
ー
科

肛
門
外
科

老
年
内
科

胸
部
外
科

腹
部
外
科

病院が現有する診療科（継続のみ ）

度数 割合（％）
精神科
神経内科

リハビリテーション科
整形外科
皮膚科
放射線科
循環器内科
眼科

泌尿器科
外科

心療内科
消化器内科
耳鼻咽喉科
小児科

脳神経外科
呼吸器内科
産婦人科
形成外科
呼吸器外科
心臓血管外科
消化器外科
救急科

代謝または内分泌内科
腎臓内科
リウマチ科
血液内科
糖尿病内科
小児外科
感染症内科
アレルギー科
肛門外科
老年内科
胸部外科
腹部外科

基礎情報 施設が現有する診療科（継続のみ ）

基礎情報 施設が現有する病床（継続のみ ）

一般病床数 精神病床数 他病床 うち療養病床 病床（一般＋精神＋他）
平均値
±

最小値
中央値
最大値

病床数（一般＋精神＋他）



－ 183 －

専門医療機関としての機能；稼働日数（継続のみ ）

稼働日数／週 稼働日数／年間
平均値
±

最小値
中央値
最大値

認知症疾患医療センターの専門医配置（継続のみ ）
日本老年精神医学会

もしくは
認知症学会専門医 年以上臨床経験医 医師数合計

平均値
±

最小値
中央値
最大値

年以上の臨床経験を有する
医師の配置

日本老年精神医学会・
認知症学会専門医の配置

配置専門医師の合計人数

類型 合計
基幹型 地域型 診療所型

専門医 有 度数
割合（％）

他経験医 有 度数
割合（％）

精
神
科

神
経
内
科

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
科

整
形
外
科

皮
膚
科

放
射
線
科

循
環
器
内
科

眼
科

泌
尿
器
科

外
科

心
療
内
科

消
化
器
内
科

耳
鼻
咽
喉
科

小
児
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器
内
科

産
婦
人
科

形
成
外
科

呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外
科

消
化
器
外
科

救
急
科

代
謝
ま
た
は
内
分
泌
内
科

腎
臓
内
科

リウ
マ
チ
科

血
液
内
科

糖
尿
病
内
科

小
児
外
科

感
染
症
内
科

ア
レ
ル
ギ
ー
科

肛
門
外
科

老
年
内
科

胸
部
外
科

腹
部
外
科

病院が現有する診療科（継続のみ ）

度数 割合（％）
精神科
神経内科

リハビリテーション科
整形外科
皮膚科
放射線科
循環器内科
眼科

泌尿器科
外科

心療内科
消化器内科
耳鼻咽喉科
小児科

脳神経外科
呼吸器内科
産婦人科
形成外科
呼吸器外科
心臓血管外科
消化器外科
救急科

代謝または内分泌内科
腎臓内科
リウマチ科
血液内科
糖尿病内科
小児外科
感染症内科
アレルギー科
肛門外科
老年内科
胸部外科
腹部外科

基礎情報 施設が現有する診療科（継続のみ ）

基礎情報 施設が現有する病床（継続のみ ）

一般病床数 精神病床数 他病床 うち療養病床 病床（一般＋精神＋他）
平均値
±

最小値
中央値
最大値

病床数（一般＋精神＋他）
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認知症疾患医療センターの相談件数（継続のみ ）

平均値 ±
電話 基幹型

地域型
診療所型
合計

平均値 ±
面接 基幹型

地域型
診療所型
合計

平均値 ±
訪問 基幹型

地域型
診療所型
合計

平均値 ±
相談合計
（その他含む）

基幹型
地域型
診療所型
合計

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

相談合計 電話 面接 訪問

類型別相談件数（平均＋ ）

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数
（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

推計

推計以外

鑑別診断数の推計値記載の割合

推計 推計以外

認知症疾患医療センターの臨床心理技術者配置（継続のみ ）
心理（専従） 心理（兼務） 心理士合計

平均値
±

最小値
中央値
最大値

臨床心理技術者（専従） 臨床心理技術者（兼務） 臨床心理技術者（合計）

類型番号 合計
基幹型 地域型 診療所型

心理（専従）有 度数
割合（％）

心理（兼務）有 度数
割合（％）

心理士合計有 度数
割合（％）

認知症疾患医療センターの相談件数（継続のみ ）

電話相談 面接相談 訪問相談 その他相談件数
相談合計

（その他含む）
平均値
±

最小値
中央値
最大値

その他内訳
・面接関連
外来
院内各所で面談
受診同席
入院相談
来院
・文書関連
文書
院内
メール

資料送付
・訪問関連
出張もの忘れ相談
物忘れ相談
出張相談・面談
オレンジカフェ
訪問診療
初期集中支援事業
ケア会議出席依頼
包括連絡会
会議
・相談元別
かかりつけ医
包括支援センター

中央値 中央値 中央値

中央値
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認知症疾患医療センターの相談件数（継続のみ ）

平均値 ±
電話 基幹型

地域型
診療所型
合計

平均値 ±
面接 基幹型

地域型
診療所型
合計

平均値 ±
訪問 基幹型

地域型
診療所型
合計

平均値 ±
相談合計
（その他含む）

基幹型
地域型
診療所型
合計

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

基
幹
型

地
域
型

診
療
所
型

相談合計 電話 面接 訪問

類型別相談件数（平均＋ ）

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数
（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

推計

推計以外

鑑別診断数の推計値記載の割合

推計 推計以外

認知症疾患医療センターの臨床心理技術者配置（継続のみ ）
心理（専従） 心理（兼務） 心理士合計

平均値
±

最小値
中央値
最大値

臨床心理技術者（専従） 臨床心理技術者（兼務） 臨床心理技術者（合計）

類型番号 合計
基幹型 地域型 診療所型

心理（専従）有 度数
割合（％）

心理（兼務）有 度数
割合（％）

心理士合計有 度数
割合（％）

認知症疾患医療センターの相談件数（継続のみ ）

電話相談 面接相談 訪問相談 その他相談件数
相談合計

（その他含む）
平均値
±

最小値
中央値
最大値

その他内訳
・面接関連
外来
院内各所で面談
受診同席
入院相談
来院
・文書関連
文書
院内
メール

資料送付
・訪問関連
出張もの忘れ相談
物忘れ相談
出張相談・面談
オレンジカフェ
訪問診療
初期集中支援事業
ケア会議出席依頼
包括連絡会
会議
・相談元別
かかりつけ医
包括支援センター

中央値 中央値 中央値

中央値
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正常圧水頭症
平均値
±

最小値
中央値
最大値

アルコール関連
平均値
±

最小値
中央値
最大値

正常圧水頭症 アルコール関連

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値 中央値

認知症関連疾患
平均値
±

最小値
中央値
最大値

認知症関連疾患＝ ＋ ＋ 混合型 ＋ 血管性
＋ ＋ ＋ 正常圧水頭症
＋ アルコール関連障害による認知症
＋ それ以外の認知症疾患３～９以外の認

知症疾患
平均値
±

最小値
中央値
最大値

３～９以外の認
知症疾患

認知症関連疾患

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値
中央値

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

平均値
±

最小値
中央値
最大値

平均値
±

最小値
中央値
最大値

混合型
平均値
±

最小値
中央値
最大値

混合型

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値 中央値 中央値

血管性
平均値
±

最小値
中央値
最大値

レビー小体型
平均値
±

最小値
中央値
最大値

前頭側頭型
平均値
±

最小値
中央値
最大値

血管性 レビー小体型 前頭側頭型

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値 中央値 中央値
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正常圧水頭症
平均値
±

最小値
中央値
最大値

アルコール関連
平均値
±

最小値
中央値
最大値

正常圧水頭症 アルコール関連

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値 中央値

認知症関連疾患
平均値
±

最小値
中央値
最大値

認知症関連疾患＝ ＋ ＋ 混合型 ＋ 血管性
＋ ＋ ＋ 正常圧水頭症
＋ アルコール関連障害による認知症
＋ それ以外の認知症疾患３～９以外の認

知症疾患
平均値
±

最小値
中央値
最大値

３～９以外の認
知症疾患

認知症関連疾患

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値
中央値

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

平均値
±

最小値
中央値
最大値

平均値
±

最小値
中央値
最大値

混合型
平均値
±

最小値
中央値
最大値

混合型

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値 中央値 中央値

血管性
平均値
±

最小値
中央値
最大値

レビー小体型
平均値
±

最小値
中央値
最大値

前頭側頭型
平均値
±

最小値
中央値
最大値

血管性 レビー小体型 前頭側頭型

認知症疾患医療センターの鑑別診断件数（継続かつ診断数が推計以外のみ ・推計値含む ）

診断数が推計以外のみ ヒストグラム

中央値 中央値 中央値
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地域連携機能（継続のみ ）

地域包括支援センター職員等
対象

地域連携機能（継続のみ ）

家族・地域住民等
対象

包括職員等対象
研修の開催

包括職員等対象
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

家族・地域住民対象
研修の開催

家族・地域住民対象
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

地域連携機能（継続のみ ）

認知症疾患医療連携
協議会の開催

地域連携機能（継続のみ ）

認知症患者の個別支援
に向けた会議の開催

連携協議会の開催の
有無

連携協議会の開催
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

個別支援会議の開催
の有無

個別支援会議開催
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

救急医療機関としての機能（継続のみ ）

救急告示医療機関 高度救命救急センター 救命救急センター
度数 該当

欠損

平均値
±

最小値
中央値
最大値

空床確保 有 空床一般病床 空床精神病床 空床その他 空床合計
度数 該当

欠損

平均値
±

最小値
中央値
最大値

地域連携機能（継続のみ ）

医療従事者対象
医療従事者対象
研修の開催

医療従事者対象研修
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

地域連携機能（継続のみ ）

うち かかりつけ医対象
かかりつけ医対象
研修の開催

かかりつけ医対象研修
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値
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地域連携機能（継続のみ ）

地域包括支援センター職員等
対象

地域連携機能（継続のみ ）

家族・地域住民等
対象

包括職員等対象
研修の開催

包括職員等対象
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

家族・地域住民対象
研修の開催

家族・地域住民対象
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

地域連携機能（継続のみ ）

認知症疾患医療連携
協議会の開催

地域連携機能（継続のみ ）

認知症患者の個別支援
に向けた会議の開催

連携協議会の開催の
有無

連携協議会の開催
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

個別支援会議の開催
の有無

個別支援会議開催
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

救急医療機関としての機能（継続のみ ）

救急告示医療機関 高度救命救急センター 救命救急センター
度数 該当

欠損

平均値
±

最小値
中央値
最大値

空床確保 有 空床一般病床 空床精神病床 空床その他 空床合計
度数 該当

欠損

平均値
±

最小値
中央値
最大値

地域連携機能（継続のみ ）

医療従事者対象
医療従事者対象
研修の開催

医療従事者対象研修
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

地域連携機能（継続のみ ）

うち かかりつけ医対象
かかりつけ医対象
研修の開催

かかりつけ医対象研修
回数

度数 有
無

平均値
±

最小値
中央値
最大値
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医療サービス等提供状況（継続のみ ）

４．合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む）

５．合併する身体疾患に対する往診または訪問診療

６．随伴する精神症状・行動障害に対する通院医療

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

合併する身体疾患に
対する救急医療（時
間外入院を含む）

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

合併する身体疾
患に対する往診ま
たは訪問診療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

随伴する精神症
状・行動障害に対
する通院医療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

７．随伴する精神症状・行動障害に対する入院医療

８．随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入院を含む）

９．随伴する精神症状・行動障害に対する往診または訪問診療

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

随伴する精神症
状・行動障害に対
する入院医療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

随伴する精神症状・行動
障害に対する救急医療
（時間外入院を含む）

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

随伴する精神症状・
行動障害に対する往
診または訪問診療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

地域連携機能（継続のみ ）

他の主体の実施する研修への協力
他の主体の実施する研修への

協力の有無
他の主体の実施する研修

への協力回数
度数 有

無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

１．介護保険主治医意見書への記入

２．合併する身体疾患に対する通院医療

３．合併する身体疾患に対する入院医療

通常業務

状況に応じて

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

介護保険主治医
意見書への記載

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
合計

合併する身体疾患
に対する通院治療

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

合併する身体疾患
に対する入院医療

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計
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医療サービス等提供状況（継続のみ ）

４．合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む）

５．合併する身体疾患に対する往診または訪問診療

６．随伴する精神症状・行動障害に対する通院医療

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

合併する身体疾患に
対する救急医療（時
間外入院を含む）

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

合併する身体疾
患に対する往診ま
たは訪問診療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

随伴する精神症
状・行動障害に対
する通院医療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

７．随伴する精神症状・行動障害に対する入院医療

８．随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入院を含む）

９．随伴する精神症状・行動障害に対する往診または訪問診療

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

随伴する精神症
状・行動障害に対
する入院医療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

随伴する精神症状・行動
障害に対する救急医療
（時間外入院を含む）

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

随伴する精神症状・
行動障害に対する往
診または訪問診療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

地域連携機能（継続のみ ）

他の主体の実施する研修への協力
他の主体の実施する研修への

協力の有無
他の主体の実施する研修

への協力回数
度数 有

無

平均値
±

最小値
中央値
最大値

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

１．介護保険主治医意見書への記入

２．合併する身体疾患に対する通院医療

３．合併する身体疾患に対する入院医療

通常業務

状況に応じて

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

介護保険主治医
意見書への記載

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
合計

合併する身体疾患
に対する通院治療

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

合併する身体疾患
に対する入院医療

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計
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8．⼆次医療圏の認知症疾患医療センター整備状況（平成 28 年 5 月末現在）分析 

（第１回委員会提出資料） 

  

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

１０．せん妄に対する医療の提供

１１．介護保険施設・事業所への往診または訪問診療

１２．行政機関への助言・連携

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

せん妄に対する医
療の提供 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

介護保険施設・
事業所への往診
または訪問診療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

行政機関への助
言・連携 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

１３．地域包括支援センター職員への助言・連携

１４．介護支援専門員への助言・連携

１５．介護保険施設・事業所職員への助言・連携

通常業務

状況に応じて

通常業務

状況に応じて

通常業務

状況に応じて

未実施

地域包括支援セ
ンター職員への助
言・連携 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
合計

介護支援専門員
への助言・連携

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
合計

介護保険施設・
事業所職員への
助言・連携 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計
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8．⼆次医療圏の認知症疾患医療センター整備状況（平成 28 年 5 月末現在）分析 

（第１回委員会提出資料） 

  

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

１０．せん妄に対する医療の提供

１１．介護保険施設・事業所への往診または訪問診療

１２．行政機関への助言・連携

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

通常業務

状況に応じて

未実施

せん妄に対する医
療の提供 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

介護保険施設・
事業所への往診
または訪問診療 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

行政機関への助
言・連携 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計

医療サービス等提供状況（継続のみ ）

１３．地域包括支援センター職員への助言・連携

１４．介護支援専門員への助言・連携

１５．介護保険施設・事業所職員への助言・連携

通常業務

状況に応じて

通常業務

状況に応じて

通常業務

状況に応じて

未実施

地域包括支援セ
ンター職員への助
言・連携 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
合計

介護支援専門員
への助言・連携

度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
合計

介護保険施設・
事業所職員への
助言・連携 度数 割合（％）
通常業務
状況に応じて
未実施
合計
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認知症疾患医療センター
整備状況の分析

（平成 年 月末 様式 ）
情報提供

・認知症疾患医療センター整備数：平成 年 月末認知症疾患医療センター整備状況 厚生労働省老健局資料
・二次医療圏分布図：地図中の 歳以上人口密度は以下を基に作図、全国の二次医療圏内 歳以上人口密度を四分位で 群に分類

・ 歳以上人口（人） 年推計値：株式会社ウェルネス作成地域包括ケア版基礎データ（ 年 月 日版；国立社会保
障・人口問題研究所 市区町村別将来推計人口 平成 年 月 日推計時点 より二次医療圏ごとに算出）

・二次医療圏面積（Ｋｍ²） 年：平成 年国勢調査 都道府県・市区町村別主要統計表（平成 年 月 日）
・二次医療圏別 歳以上人口（人）：日本医師会地域医療情報システム （国立社会保障・人口問題研究所（ 年国勢調
査人口をもとに按分） 年 月閲覧）
・二次医療圏面積（ ）：厚生労働省資料
・都道府県 歳以上人口（人）：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口 平成 年 月推計）』の 年推
計値
・都道府県別面積（ ２）：国土地理院「平成 年全国都道府県市区町村別面積調」

分析 東京都健康長寿医療センター研究所 枝広あや子

平成 年度老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増進等事業分
「認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業」

第 回委員会資料

凡例

二次医療圏分布図
①色：全国の二次医療圏内 歳以
上人口密度を四分位で 群に分類し作
図した。 歳以上人口密度は以下を
基に算出した。
● 歳以上人口（人） 年推
計値：株式会社ウェルネス作成地域包
括ケア版基礎データ（ 年 月 日
版；国立社会保障・人口問題研究所
市区町村別将来推計人口 平成 年
月 日推計時点 より二次医療圏ごと
に算出）
●二次医療圏面積（Ｋｍ²）
年：平成 年国勢調査 都道府県・
市区町村別主要統計表（平成 年
月 日）

②記号：二次医療圏域内に認知症
疾患医療センターのない二次医療圏に
記号（ ）無

二次医療圏ごとの認知症疾患医療センター（以下 ）設置数等
および指定都市での 設置数

設置数と二次医療圏数を起点とした検討における各数値の算出方法
●二次医療圏別 歳以上人口（人）：日本医師会地域医療情報システム （国立社会保障・人口
問題研究所（ 年国勢調査人口をもとに按分） 年 月閲覧）
●二次医療圏面積（ ）：厚生労働省資料
●認知症疾患医療センター設置数：厚生労働省資料 平成 年 月末整備状況

① あたり高齢者人口＝二次医療圏内 歳以上人口 人） 圏内 数
② あたり面積＝二次医療圏面積（ 圏内 数
※同一二次医療圏内に都道府県指定 と政令市指定 が混在する場合は 数は加算して計算
③都道府県内充足率＝（都道府県指定 ＋政令市指定 ） 二次医療圏域数
（※配置の無い二次医療圏含め分母として計算：配置の無い二次医療圏域は地図上に記号）

都道府県全体（ の設置の無い二次
医療圏も含めて）を起点とした検討
算出に用いた情報は以下
●都道府県 歳以上人口（人）：国立
社会保障・人口問題研究所『日本の地域
別将来推計人口 平成 年 月推計）』
の 年推計値
●都道府県別面積（ ２）：国土地
理院「平成 年全国都道府県市区町村
別面積調」

① あたり高齢者人口＝都道府県
歳以上人口 人） 都道府県内 数
②・ あたり面積＝都道府県面積
（ 都道府県内 数

都道府県全体での
設置数
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札幌

南渡島

後志

西胆振

上川中部

釧路
十勝

北網

南空知

留萌

東胆振

宗谷

中空知

遠紋
上川北部

根室

北空知

富良野

北渡島檜山
南檜山 日高

無

無

無

無

無

無

無

無 無

無

無

北海道
二次医療圏域
指定都市
札幌市

センター設置数
道
市

北海道 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏
内ＭＣＤ設

置数
釧路

後志

札幌

十勝

上川中部

西胆振

中空知

東胆振

南渡島

北網

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均

度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

北 海 道

下北地域

青森地域

津軽地域

八戸地域

西北五地域

上十三地域

青森県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

下北医療圏域

上十三圏域

西北五圏域

青森地域圏

津軽圏域

八戸地域圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

青森県
二次医療圏域
センター設置数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり 歳
以上人口
（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面
積（ ）

青 森 県

参考値１ 都道府県別の （高齢人口）
● あたり 歳以上人口＝都道府県内 歳以上人口 人） 都道府県内 数
● あたり 歳以上人口＝都道府県内 歳以上人口 人） 都道府県内 数

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

都道府県内 あたり 歳以上人口（人）

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

都道府県内 あたり 歳以上人口 人

の無い二次医療圏も含めると あたり 歳以上人口（人） あたり 歳以上人口 人
全国

参考値２ 都道府県別の （面積）

● あたり面積＝都道府県面積（ 都道府県内 数
※政令市を有する都道府県は、都道府県指定 と政令市指定 を加算して計算

の無い二次医療圏も含めると あたり面積（ ）
全国（全都道府県面積＋境界未定地域面積）
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島
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潟
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岡
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大
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歌
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鳥
取
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岡
山
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広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

あたり都道府県面積（ ）

※注意 国土地理院資料但書：都道府県
の面積値には、都県にまたがって境界未定と
なっている市区町村等の面積値は含まない。

計 ㎞ 分
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札幌

南渡島

後志

西胆振

上川中部

釧路
十勝

北網

南空知

留萌

東胆振

宗谷

中空知

遠紋
上川北部

根室

北空知

富良野

北渡島檜山
南檜山 日高

無

無

無

無

無

無

無

無 無

無

無

北海道
二次医療圏域
指定都市
札幌市

センター設置数
道
市

北海道 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏
内ＭＣＤ設

置数
釧路

後志

札幌

十勝

上川中部

西胆振

中空知

東胆振

南渡島

北網

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均

度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

北 海 道

下北地域

青森地域

津軽地域

八戸地域

西北五地域

上十三地域

青森県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

下北医療圏域

上十三圏域

西北五圏域

青森地域圏

津軽圏域

八戸地域圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

青森県
二次医療圏域
センター設置数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり 歳
以上人口
（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面
積（ ）

青 森 県

参考値１ 都道府県別の （高齢人口）
● あたり 歳以上人口＝都道府県内 歳以上人口 人） 都道府県内 数
● あたり 歳以上人口＝都道府県内 歳以上人口 人） 都道府県内 数

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
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県

群
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埼
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潟
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岡
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滋
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香
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県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

都道府県内 あたり 歳以上人口（人）

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
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県

山
形
県
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島
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茨
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県

栃
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埼
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潟
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岡
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滋
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島
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岡
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長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

都道府県内 あたり 歳以上人口 人

の無い二次医療圏も含めると あたり 歳以上人口（人） あたり 歳以上人口 人
全国

参考値２ 都道府県別の （面積）

● あたり面積＝都道府県面積（ 都道府県内 数
※政令市を有する都道府県は、都道府県指定 と政令市指定 を加算して計算

の無い二次医療圏も含めると あたり面積（ ）
全国（全都道府県面積＋境界未定地域面積）
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島
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岡
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大
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県
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崎
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児
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沖
縄
県

全
国

あたり都道府県面積（ ）

※注意 国土地理院資料但書：都道府県
の面積値には、都県にまたがって境界未定と
なっている市区町村等の面積値は含まない。

計 ㎞ 分
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秋田県
二次医療圏域
センター設置数

秋田県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

秋田周辺医療圏

大館・鹿角医療圏

大仙・仙北医療圏

北秋田医療圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

秋田周辺

能代・山本

横手

大館・鹿角

湯沢・雄勝

北秋田

大仙・仙北

由利本荘・にかほ

無

無
無

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

秋 田 県

山形県
二次医療圏域
センター設置数

山形県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内Ｍ
ＣＤ設置数

庄内圏域

村山圏域

置賜圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

村山

置賜

庄内

最上
無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

山 形 県

岩手県
二次医療圏域
センター設置数

岩手県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

岩手中部

久慈

宮古（岩手）

盛岡

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

盛岡

宮古

気仙

岩手中部

久慈

両磐

釜石

二戸

胆江
無

無

無

無

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療圏
も含めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

岩 手 県

宮城県
二次医療圏域
指定都市
仙台市

センター設置数
県
市

宮城県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

石巻・登米・気
仙沼医療圏

仙台医療圏

仙南医療圏
大崎・栗原医療
圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

仙台市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

仙台医療
合計 あたり

高齢者人口
あたり

面積
都道府県内
充足率

平均値
度数

大崎・栗原

仙南

仙台

登米・石巻・気仙沼

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

宮 城 県
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秋田県
二次医療圏域
センター設置数

秋田県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

秋田周辺医療圏

大館・鹿角医療圏

大仙・仙北医療圏

北秋田医療圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

秋田周辺

能代・山本

横手

大館・鹿角

湯沢・雄勝

北秋田

大仙・仙北

由利本荘・にかほ

無

無
無

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

秋 田 県

山形県
二次医療圏域
センター設置数

山形県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内Ｍ
ＣＤ設置数

庄内圏域

村山圏域

置賜圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

村山

置賜

庄内

最上
無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

山 形 県

岩手県
二次医療圏域
センター設置数

岩手県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

岩手中部

久慈

宮古（岩手）

盛岡

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

盛岡

宮古

気仙

岩手中部

久慈

両磐

釜石

二戸

胆江
無

無

無

無

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療圏
も含めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

岩 手 県

宮城県
二次医療圏域
指定都市
仙台市

センター設置数
県
市

宮城県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

石巻・登米・気
仙沼医療圏

仙台医療圏

仙南医療圏
大崎・栗原医療
圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

仙台市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

仙台医療
合計 あたり

高齢者人口
あたり

面積
都道府県内
充足率

平均値
度数

大崎・栗原

仙南

仙台

登米・石巻・気仙沼

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

宮 城 県
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栃木県
二次医療圏域
センター設置数

栃木県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

宇都宮保健医療圏

県西保険医療圏（栃木）

県南保健医療圏（栃木）

県北保健医療圏（栃木）

両毛保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数
標準偏差

宇都宮

両毛
県南

県西

県東

県北

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

栃 木 県

群馬県
二次医療圏域
センター設置数

群馬県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

伊勢崎保健医療圏
桐生保健医療圏
吾妻保健医療圏
高崎安中保健医療圏
渋川保健医療圏
沼田保健医療圏
前橋保健医療圏
太田・館林保健医療圏
藤岡保健医療圏
富岡保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差伊勢崎

吾妻

富岡

藤岡

渋川

沼田

太田・館林

前橋高崎・安中 桐生

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

群 馬 県

福島県
二次医療圏域 ７

センター設置数
県北

会津

県中

いわき
県南

相双

南会津
無

無

無
福島県 あたり

高齢者人口
あたり

面積

二次医療圏
内ＭＣＤ設

置数

いわき

会津

県中

県北（福島）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含め

ると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

福 島 県

茨城県
二次医療圏域
センター設置数

茨城県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

つくば保健医療圏
古河・坂東保健医療圏
鹿行保健医療圏
取手・竜ケ崎保健医療圏

常陸太田・ひたちなか保健
医療圏

水戸保健医療圏
土浦保健医療圏
日立保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

水戸

日立

土浦

古河・坂東

筑西・下妻

取手・竜ヶ崎

つくば

常陸太田・
ひたちなか

鹿行
無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

茨 城 県
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栃木県
二次医療圏域
センター設置数

栃木県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

宇都宮保健医療圏

県西保険医療圏（栃木）

県南保健医療圏（栃木）

県北保健医療圏（栃木）

両毛保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数
標準偏差

宇都宮

両毛
県南

県西

県東

県北

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

栃 木 県

群馬県
二次医療圏域
センター設置数

群馬県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

伊勢崎保健医療圏
桐生保健医療圏
吾妻保健医療圏
高崎安中保健医療圏
渋川保健医療圏
沼田保健医療圏
前橋保健医療圏
太田・館林保健医療圏
藤岡保健医療圏
富岡保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差伊勢崎

吾妻

富岡

藤岡

渋川

沼田

太田・館林

前橋高崎・安中 桐生

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

群 馬 県

福島県
二次医療圏域 ７

センター設置数
県北

会津

県中

いわき
県南

相双

南会津
無

無

無
福島県 あたり

高齢者人口
あたり

面積

二次医療圏
内ＭＣＤ設

置数

いわき

会津

県中

県北（福島）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含め

ると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

福 島 県

茨城県
二次医療圏域
センター設置数

茨城県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

つくば保健医療圏
古河・坂東保健医療圏
鹿行保健医療圏
取手・竜ケ崎保健医療圏

常陸太田・ひたちなか保健
医療圏

水戸保健医療圏
土浦保健医療圏
日立保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

水戸

日立

土浦

古河・坂東

筑西・下妻

取手・竜ヶ崎

つくば

常陸太田・
ひたちなか

鹿行
無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

茨 城 県
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島しょ

区中央部
区西部 区東部

区南部

区西南部

区西北部区東北部

南多摩

西多摩

北多摩西部
北多摩南部

北多摩北部

東京都
二次医療圏域
センター設置数

東京都 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

区西南部
区西部
区西北部
区中央部
区東部
区東北部
区南部
西多摩
南多摩
北多摩西部

北多摩南部

北多摩北部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療圏も
含めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

東 京 都

横須賀・三浦

横浜北部

横浜西部

横浜南部

川崎南部

川崎北部
相模原

湘南西部
湘南東部

県西

県央
無

無

センター設置数
県
横浜市
川崎市
相模原市

神奈川県
二次医療圏域
指定都市
横浜市
川崎市
相模原市

神奈川県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

横須賀・三浦

県西

湘南西部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

神奈川県内
指定都市

あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏
内ＭＣＤ設

置数
横
浜
市

横浜西部
横浜南部
横浜北部
合計 あたり

高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数
標準偏差

川
崎
市

川崎南部
川崎北部
合計 あたり

高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数
標準偏差

相
模
原
市

相模原
合計 あたり

高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療圏
も含めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

神奈川県

埼玉県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市

さいたま市

埼玉県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

県央（埼玉）
西部（埼玉）
川越比企
秩父
東部（埼玉）
南西部
南部（埼玉）
北部（埼玉）
利根

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

さいたま市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

さいたま医療

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数

南西部

さいたま

川越比企

北部

南部

利根

秩父
西部

東部

県央

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

埼 玉 県

山武長生夷隅

千葉

香取海匝東葛南部

安房

君津

市原

印旛
東葛北部

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

千葉県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市

千葉市

千葉県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

安房
印旛
君津
香取海匝
山武長生夷隅
市原
東葛南部
東葛北部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

千葉市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

千葉

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

千 葉 県
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島しょ

区中央部
区西部 区東部

区南部

区西南部

区西北部区東北部

南多摩

西多摩

北多摩西部
北多摩南部

北多摩北部

東京都
二次医療圏域
センター設置数

東京都 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

区西南部
区西部
区西北部
区中央部
区東部
区東北部
区南部
西多摩
南多摩
北多摩西部

北多摩南部

北多摩北部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療圏も
含めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

東 京 都

横須賀・三浦

横浜北部

横浜西部

横浜南部

川崎南部

川崎北部
相模原

湘南西部
湘南東部

県西

県央
無

無

センター設置数
県
横浜市
川崎市
相模原市

神奈川県
二次医療圏域
指定都市
横浜市
川崎市
相模原市

神奈川県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

横須賀・三浦

県西

湘南西部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

神奈川県内
指定都市

あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏
内ＭＣＤ設

置数
横
浜
市

横浜西部
横浜南部
横浜北部
合計 あたり

高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数
標準偏差

川
崎
市

川崎南部
川崎北部
合計 あたり

高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数
標準偏差

相
模
原
市

相模原
合計 あたり

高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療圏
も含めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

神奈川県

埼玉県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市

さいたま市

埼玉県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

県央（埼玉）
西部（埼玉）
川越比企
秩父
東部（埼玉）
南西部
南部（埼玉）
北部（埼玉）
利根

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

さいたま市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

さいたま医療

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数

南西部

さいたま

川越比企

北部

南部

利根

秩父
西部

東部

県央

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

埼 玉 県

山武長生夷隅

千葉

香取海匝東葛南部

安房

君津

市原

印旛
東葛北部

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

千葉県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市

千葉市

千葉県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

安房
印旛
君津
香取海匝
山武長生夷隅
市原
東葛南部
東葛北部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

千葉市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

千葉

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

千 葉 県
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石川県
二次医療圏域 ４

センター設置数

石川県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

石川中央医療圏

南加賀医療圏

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率

平均値
度数
標準偏差

石川中央

南加賀

能登北部

能登中部

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

石 川 県

福井・坂井

嶺南

奥越

丹南

福井県
二次医療圏域 ４
センター設置数

福井県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

福井・坂井医療
圏

嶺南医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含め

ると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

福 井 県

佐渡

新潟

中越
県央

下越

魚沼
上越

新潟県
二次医療圏域
指定都市
新潟市 センター設置数

県
市

新潟県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

下越
魚沼
県央
上越
中越

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

新潟市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

新潟

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療
圏も含めると

あたり
歳以上人

口（人）

あたり
歳以上人

口 人

あたり
面積
（ ）

新 潟 県

富山県
二次医療圏域 ４
センター設置数

富山県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

新川医療圏

砺波医療圏

富山医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

富山

砺波

新川
高岡

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

富 山 県
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石川県
二次医療圏域 ４

センター設置数

石川県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

石川中央医療圏

南加賀医療圏

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率

平均値
度数
標準偏差

石川中央

南加賀

能登北部

能登中部

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

石 川 県

福井・坂井

嶺南

奥越

丹南

福井県
二次医療圏域 ４
センター設置数

福井県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

福井・坂井医療
圏

嶺南医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含め

ると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

福 井 県

佐渡

新潟

中越
県央

下越

魚沼
上越

新潟県
二次医療圏域
指定都市
新潟市 センター設置数

県
市

新潟県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

下越
魚沼
県央
上越
中越

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

新潟市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

新潟

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い
二次医療
圏も含めると

あたり
歳以上人

口（人）

あたり
歳以上人

口 人

あたり
面積
（ ）

新 潟 県

富山県
二次医療圏域 ４
センター設置数

富山県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

新川医療圏

砺波医療圏

富山医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

富山

砺波

新川
高岡

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

富 山 県
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岐阜

飛騨

東濃

西濃

中濃

岐阜県
二次医療圏域
センター設置数

岐阜県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

岐阜圏域

西濃圏域

中濃圏域

東濃医療圏

飛騨圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

岐 阜 県

志太榛原

静岡

西部

駿東田方

熱海伊東

富士

中東遠 賀茂

静岡県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
静岡市
浜松市静岡市

浜松市

静岡県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

駿東・田方圏域

中東遠圏域

富士圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

静岡県内
指定都市 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

静
岡
市
静岡
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

浜
松
市
西部（浜松）
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含め

ると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

静 岡 県

富士・東部

中北

峡東

峡南

山梨県
二次医療圏域 ４
センター設置数

山梨県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

峡東医療圏域

中北医療圏域

富士・東部医療圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

山 梨 県

長野県
二次医療圏域
センター設置数

長野県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

佐久医療圏
大北医療圏
飯伊医療圏

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率

平均値
度数
標準偏差木曽

長野

松本
上小

諏訪

飯伊

佐久

上伊那

北信

大北

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

長 野 県
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岐阜

飛騨

東濃

西濃

中濃

岐阜県
二次医療圏域
センター設置数

岐阜県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

岐阜圏域

西濃圏域

中濃圏域

東濃医療圏

飛騨圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

岐 阜 県

志太榛原

静岡

西部

駿東田方

熱海伊東

富士

中東遠 賀茂

静岡県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
静岡市
浜松市静岡市

浜松市

静岡県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

駿東・田方圏域

中東遠圏域

富士圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

静岡県内
指定都市 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

静
岡
市
静岡
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

浜
松
市
西部（浜松）
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含め

ると
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

静 岡 県

富士・東部

中北

峡東

峡南

山梨県
二次医療圏域 ４
センター設置数

山梨県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

峡東医療圏域

中北医療圏域

富士・東部医療圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

山 梨 県

長野県
二次医療圏域
センター設置数

長野県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

佐久医療圏
大北医療圏
飯伊医療圏

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率

平均値
度数
標準偏差木曽

長野

松本
上小

諏訪

飯伊

佐久

上伊那

北信

大北

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

長 野 県
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滋賀県
二次医療圏域
センター設置数

滋賀県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

湖東圏域

湖南圏域
湖北圏域
甲賀圏域

大津圏域
東近江圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

東近江

大津
湖東

湖北

湖南

甲賀

湖西

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含める

と
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

滋 賀 県

京都・乙訓

中丹

山城北

丹後

南丹

山城南

京都府
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
府
市京都市

京都府 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

京都・乙訓医療圏域

山城南医療圏域

山城北医療圏域

丹後医療圏

中丹医療圏

南丹医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

京 都 府

西三河
南部東

東三河北部

西三河北部

西三河
南部西

海部

尾張北部

知多半島

東三河南部

名古屋

尾張東部
尾張西部

尾張中部

愛知県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
名古屋市

名古屋市

愛知県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

海部
西三河南部西
西三河南部東
西三河北部
知多半島
東三河南部
尾張西部
尾張東部
尾張北部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

名古屋市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

名古屋

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

愛 知 県

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

南勢志摩

中勢伊賀

北勢

東紀州

三重県
二次医療圏域

センター設置数

三重県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

中勢伊賀

東紀州地域

南勢志摩

北勢圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

三 重 県
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滋賀県
二次医療圏域
センター設置数

滋賀県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

湖東圏域

湖南圏域
湖北圏域
甲賀圏域

大津圏域
東近江圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

東近江

大津
湖東

湖北

湖南

甲賀

湖西

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含める

と
あたり 歳

以上人口（人）
あたり 歳

以上人口 人
あたり面積

（ ）

滋 賀 県

京都・乙訓

中丹

山城北

丹後

南丹

山城南

京都府
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
府
市京都市

京都府 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

京都・乙訓医療圏域

山城南医療圏域

山城北医療圏域

丹後医療圏

中丹医療圏

南丹医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

京 都 府

西三河
南部東

東三河北部

西三河北部

西三河
南部西

海部

尾張北部

知多半島

東三河南部

名古屋

尾張東部
尾張西部

尾張中部

愛知県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
名古屋市

名古屋市

愛知県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

海部
西三河南部西
西三河南部東
西三河北部
知多半島
東三河南部
尾張西部
尾張東部
尾張北部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

名古屋市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

名古屋

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

愛 知 県

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

南勢志摩

中勢伊賀

北勢

東紀州

三重県
二次医療圏域

センター設置数

三重県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

中勢伊賀

東紀州地域

南勢志摩

北勢圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値

度数

標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

三 重 県
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奈良県
二次医療圏域 ５
センター設置数

奈良県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

西和医療圏域

中和

奈良

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率

平均値
度数
標準偏差

南和

奈良

中和

西和

東和

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

奈 良 県

和歌山
那賀

新宮

田辺

御坊

有田

橋本

和歌山県
二次医療圏域 ７
センター設置数

和歌山県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

御坊圏域

田辺圏域

和歌山圏域

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積

都道府県内充足
率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

和歌山県

南河内

大阪市

堺市

泉州

豊能
三島

北河内

中河内

大阪府
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
府
大阪市
堺市大阪市

堺市

大阪府 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

三島二次医療圏域
泉州
中河内
南河内圏域
豊能（大阪府）
北河内

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

大阪府内
指定都市 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

大
阪
市

大阪市

豊能（大阪市）
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数
標準偏差

堺
市 堺市
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医療
圏も含めると

あたり 歳以上人
口（人）

あたり 歳以上人
口 人

あたり面積
（ ）

大 阪 府

北播磨

神戸

中播磨

阪神南東播磨

淡路

阪神北西播磨

但馬

丹波

兵庫県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市神戸市

兵庫県 あたり高齢者人口 あたり面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

阪神南圏域
阪神北圏域
西播磨圏域
但馬圏域
丹波圏域
淡路圏域

中播磨圏域
東播磨圏域
北播磨圏域
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率
平均値
度数
標準偏差

神戸市 あたり高齢者人口 あたり面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

神戸
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医療
圏も含めると

あたり 歳以上人
口（人）

あたり 歳以上人
口 人

あたり面積
（ ）

兵 庫 県
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奈良県
二次医療圏域 ５
センター設置数

奈良県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

西和医療圏域

中和

奈良

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率

平均値
度数
標準偏差

南和

奈良

中和

西和

東和

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

奈 良 県

和歌山
那賀

新宮

田辺

御坊

有田

橋本

和歌山県
二次医療圏域 ７
センター設置数

和歌山県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

御坊圏域

田辺圏域

和歌山圏域

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積

都道府県内充足
率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

和歌山県

南河内

大阪市

堺市

泉州

豊能
三島

北河内

中河内

大阪府
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
府
大阪市
堺市大阪市

堺市

大阪府 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

三島二次医療圏域
泉州
中河内
南河内圏域
豊能（大阪府）
北河内

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

大阪府内
指定都市 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

大
阪
市

大阪市

豊能（大阪市）
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数
標準偏差

堺
市 堺市
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医療
圏も含めると

あたり 歳以上人
口（人）

あたり 歳以上人
口 人

あたり面積
（ ）

大 阪 府

北播磨

神戸

中播磨

阪神南東播磨

淡路

阪神北西播磨

但馬

丹波

兵庫県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市神戸市

兵庫県 あたり高齢者人口 あたり面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

阪神南圏域
阪神北圏域
西播磨圏域
但馬圏域
丹波圏域
淡路圏域

中播磨圏域
東播磨圏域
北播磨圏域
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 都道府県内充足率
平均値
度数
標準偏差

神戸市 あたり高齢者人口 あたり面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

神戸
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医療
圏も含めると

あたり 歳以上人
口（人）

あたり 歳以上人
口 人

あたり面積
（ ）

兵 庫 県
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県南東部

真庭

高梁・新見

津山・英田

県南西部

無

岡山県
二次医療圏域 ５
指定都市

センター設置数
県
市岡山市

岡山県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

県南西部保健医療圏

県南東部保健医療圏
高梁・新見保健医療圏
津山・英田保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数 （８）
標準偏差

岡山市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

岡山県南東部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

岡 山 県

福山・府中
広島

呉

広島中央
尾三

備北

広島西

広島県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市

広島市

広島県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

呉
広島（広島市
内を除く。）
広島西

広島中央

備北

尾三

福山・府中

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

広島市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

広島

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

広 島 県

東部中部

西部

鳥取県
二次医療圏域 ３

センター設置数
鳥取県 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

西部（鳥取）

中部（鳥取）

東部（鳥取）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

鳥 取 県

隠岐

松江

浜田

出雲

益田

大田
雲南

島根県
二次医療圏域 ７

センター設置数

島根県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

益田圏域
出雲圏域
松江圏域

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

島 根 県
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県南東部

真庭

高梁・新見

津山・英田

県南西部

無

岡山県
二次医療圏域 ５
指定都市

センター設置数
県
市岡山市

岡山県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

県南西部保健医療圏

県南東部保健医療圏
高梁・新見保健医療圏
津山・英田保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数 （８）
標準偏差

岡山市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

岡山県南東部

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

岡 山 県

福山・府中
広島

呉

広島中央
尾三

備北

広島西

広島県
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
市

広島市

広島県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

呉
広島（広島市
内を除く。）
広島西

広島中央

備北

尾三

福山・府中

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

広島市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

広島

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

広 島 県

東部中部

西部

鳥取県
二次医療圏域 ３

センター設置数
鳥取県 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

西部（鳥取）

中部（鳥取）

東部（鳥取）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

鳥 取 県

隠岐

松江

浜田

出雲

益田

大田
雲南

島根県
二次医療圏域 ７

センター設置数

島根県 あたり
高齢者人口 あたり面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

益田圏域
出雲圏域
松江圏域

合計 あたり
高齢者人口 あたり面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

島 根 県
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高松

小豆

大川

三豊

中讃

香川県
二次医療圏域
センター設置数 香川県 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

高松圏域
三豊圏域
小豆圏域
大川圏域
中讃圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

香 川 県

新居浜・西条
宇摩

宇和島

今治

松山

八幡浜・大洲

愛媛県
二次医療圏域

センター設置数

愛媛県 あたり高齢者人口 あたり面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

宇摩圏域
宇和島圏域

今治圏域
松山圏域

新居浜・西条圏域

八幡浜・大洲圏域

合計
あたり高齢者人口 あたり面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

愛 媛 県

宇部・小野田

柳井

長門
岩国

周南

萩

山口・防府
下関

山口県
二次医療圏域
センター設置数

山口県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

宇部・小野田保健医
療圏

下関保健医療圏

岩国保健医療圏

山口・防府保健医療
圏

周南保健医療圏

萩・長門保健医療圏
（萩）

柳井保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含める

と

あたり 歳
以上人口
（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

山 口 県

徳島県
二次医療圏域

センター設置数

徳島県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

西部（徳島）

東部（徳島）

南部（徳島）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

東部

西部

南部

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

徳 島 県
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高松

小豆

大川

三豊

中讃

香川県
二次医療圏域
センター設置数 香川県 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

高松圏域
三豊圏域
小豆圏域
大川圏域
中讃圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

香 川 県

新居浜・西条
宇摩

宇和島

今治

松山

八幡浜・大洲

愛媛県
二次医療圏域

センター設置数

愛媛県 あたり高齢者人口 あたり面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

宇摩圏域
宇和島圏域

今治圏域
松山圏域

新居浜・西条圏域

八幡浜・大洲圏域

合計
あたり高齢者人口 あたり面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

愛 媛 県

宇部・小野田

柳井

長門
岩国

周南

萩

山口・防府
下関

山口県
二次医療圏域
センター設置数

山口県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

宇部・小野田保健医
療圏

下関保健医療圏

岩国保健医療圏

山口・防府保健医療
圏

周南保健医療圏

萩・長門保健医療圏
（萩）

柳井保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含める

と

あたり 歳
以上人口
（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

山 口 県

徳島県
二次医療圏域

センター設置数

徳島県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

西部（徳島）

東部（徳島）

南部（徳島）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

東部

西部

南部

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

徳 島 県
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佐賀県
二次医療圏域
センター設置数

佐賀県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

中部保健医療
圏（佐賀）

南部保健医療
圏（佐賀）

北部保健医療
圏（佐賀）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

中部

南部

西部

東部北部

無

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

佐 賀 県

佐世保県北

上五島

五島

壱岐

対馬

県央

県南

長崎

無

無

無

無

長崎県
二次医療圏域
センター設置数

長崎県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

県央医療圏域（長崎）
県南医療圏域（長崎）

佐世保県北医療圏域

長崎医療圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

長 崎 県

中央

幡多

高幡

安芸

高知県
二次医療圏域
センター設置数

高知県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

安芸保健医療圏

高幡保健医療圏

中央保健医療圏

幡多保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

高 知 県

八女・筑後

北九州

有明

福岡・糸島

久留米

直方・鞍手

飯塚
田川

京築

筑紫

宗像

粕屋

朝倉

福岡
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
北九州市 福岡市

福岡県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

久留米
京築医療圏
宗像
筑紫
朝倉
直方鞍手
田川
粕屋
八女・筑後
飯塚
有明（福岡）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

福岡県内
指定都市 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

北
九
州
市

北九州
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

福
岡
市

福岡・糸島
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

北九州市
福岡市

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医療
圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

福 岡 県
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佐賀県
二次医療圏域
センター設置数

佐賀県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

中部保健医療
圏（佐賀）

南部保健医療
圏（佐賀）

北部保健医療
圏（佐賀）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

中部

南部

西部

東部北部

無

無

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

佐 賀 県

佐世保県北

上五島

五島

壱岐

対馬

県央

県南

長崎

無

無

無

無

長崎県
二次医療圏域
センター設置数

長崎県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

県央医療圏域（長崎）
県南医療圏域（長崎）

佐世保県北医療圏域

長崎医療圏域

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

長 崎 県

中央

幡多

高幡

安芸

高知県
二次医療圏域
センター設置数

高知県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

安芸保健医療圏

高幡保健医療圏

中央保健医療圏

幡多保健医療圏

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医
療圏も含めると

あたり 歳以
上人口（人）

あたり 歳以
上人口 人

あたり面積
（ ）

高 知 県

八女・筑後

北九州

有明

福岡・糸島

久留米

直方・鞍手

飯塚
田川

京築

筑紫

宗像

粕屋

朝倉

福岡
二次医療圏域
指定都市

センター設置数
県
北九州市 福岡市

福岡県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

久留米
京築医療圏
宗像
筑紫
朝倉
直方鞍手
田川
粕屋
八女・筑後
飯塚
有明（福岡）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

福岡県内
指定都市 あたり

高齢者人口
あたり

面積
二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

北
九
州
市

北九州
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

福
岡
市

福岡・糸島
合計 あたり高齢者人口 あたり面積 充足率
平均値
度数

北九州市
福岡市

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次医療
圏も含めると

あたり 歳以上
人口（人）

あたり 歳以上
人口 人

あたり面積
（ ）

福 岡 県
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延岡西臼杵

西都児湯

日向入郷

西諸

日南串間

都城北諸県

宮崎東諸県

無

無

無

無

宮崎県
二次医療圏域
センター設置数

宮崎県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

宮崎東諸県圏域

都城北諸県

日向入郷

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

宮 崎 県

姶良・伊佐

鹿児島

肝属
南薩

出水

熊毛

川薩

曽於
奄美

無

無

鹿児島県
二次医療圏域
センター設置数

鹿児島
県 あたり

高齢者人口
あたり

面積

二次医療圏
内
設置数

姶良・伊佐
奄美
肝属
鹿児島
出水
川薩
南薩

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

鹿児島県

上益城熊本

八代

球磨

有明

芦北

鹿本
菊池

宇城

天草

阿蘇

無

熊本県
二次医療圏域
指定都市
熊本市

センター設置数
県
市

熊本県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

阿蘇
芦北
宇城
球磨

熊本

鹿本

上益城

天草

八代

有明（熊本）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

熊本市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

熊本

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

熊 本 県

中部

豊肥
南部

西部

北部

東部

大分県
二次医療圏域

センター設置数

大分県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

西部医療圏

中部医療圏
（大分）
東部医療圏
（大分）
南部医療圏
（大分）

豊肥医療圏

北部医療圏
（大分）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

大 分 県
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延岡西臼杵

西都児湯

日向入郷

西諸

日南串間

都城北諸県

宮崎東諸県

無

無

無

無

宮崎県
二次医療圏域
センター設置数

宮崎県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

宮崎東諸県圏域

都城北諸県

日向入郷

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

宮 崎 県

姶良・伊佐

鹿児島

肝属
南薩

出水

熊毛

川薩

曽於
奄美

無

無

鹿児島県
二次医療圏域
センター設置数

鹿児島
県 あたり

高齢者人口
あたり

面積

二次医療圏
内
設置数

姶良・伊佐
奄美
肝属
鹿児島
出水
川薩
南薩

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

鹿児島県

上益城熊本

八代

球磨

有明

芦北

鹿本
菊池

宇城

天草

阿蘇

無

熊本県
二次医療圏域
指定都市
熊本市

センター設置数
県
市

熊本県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

阿蘇
芦北
宇城
球磨

熊本

鹿本

上益城

天草

八代

有明（熊本）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

熊本市 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
ＭＣＤ設置数

熊本

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積 充足率

平均値
度数

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

熊 本 県

中部

豊肥
南部

西部

北部

東部

大分県
二次医療圏域

センター設置数

大分県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

西部医療圏

中部医療圏
（大分）
東部医療圏
（大分）
南部医療圏
（大分）

豊肥医療圏

北部医療圏
（大分）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二
次医療圏も含

めると

あたり
歳以上人口
（人）

あたり
歳以上人口
人

あたり面
積（ ）

大 分 県
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 平成28年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業分) 

 認知症疾患医療センターの機能評価に関する調査研究事業 

報 告 書 
 
        発行 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

        編集 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 
           自立促進と介護予防研究チーム 

           粟田主一 

           平成 29 年 3 月 

無断転載、改訂を禁じます 

八重山

南部

中部

北部

宮古

無

沖縄県
二次医療圏域
センター設置数

沖縄県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

宮古（沖縄）

中部（沖縄）

南部（沖縄）

北部（沖縄）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

沖 縄 県
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八重山

南部

中部

北部

宮古

無

沖縄県
二次医療圏域
センター設置数

沖縄県 あたり
高齢者人口

あたり
面積

二次医療圏内
設置数

宮古（沖縄）

中部（沖縄）

南部（沖縄）

北部（沖縄）

合計 あたり
高齢者人口

あたり
面積

都道府県内
充足率

平均値
度数
標準偏差

歳以上人口密度
人

（

人
（50∼75%il)

人
（25∼50%il)

人
（Min∼25%il)

の無い二次
医療圏も含めると

あたり 歳
以上人口（人）

あたり 歳
以上人口 人

あたり面積
（ ）

沖 縄 県
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